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研究報告書要旨 

 
本研究は、総合的な学習の時間をレバレッジにして、教育活動実践にどのような変容が

起こるかを分析する。今、求められている総合的な学習の時間の実現にあたっては、総合
的な学習の時間を広い視野で捉え、⼦供が体験する教育活動全体を視野に⼊れて実践する
必要があると認識する。そのため、総合的な学習の時間の計画作成に焦点をあて、教師の
変容を分析することでその⼿がかり得ることを⽬的とする。 
総合的な学習の時間の計画作成にあたっては、学習指導要領（平成 29 年度告⽰）を踏ま

えつつ、⽥村学が提唱する縦と横の軸を設定して、シンプルに捉えるカリキュラム・デザ
インの視点を参考に、3 つの構成ポイントを設定して作成した。 
令和６年４⽉から令和７年１⽉の期間において、第５・６学年の総合的な学習の時間の全

体計画・年間計画・単元計画の作成を学年で⾏い、各学年に所属する X 教諭・Y 教諭を対象
に分析した。分析にあたっては、資質・能⼒について、育成したい資質・能⼒を【⾃律性】
とし、教師については【⾃律性⽀援態度】と定めた。また、計画作成については、令和５年
度に X 教諭・Y 教諭と同学年を経験した Z教諭を含めインタビューを⾏い、⽐較を⾏った。 
分析結果から、３点が明らかとなった。１点⽬、資質・能⼒を軸とした総合的な学習の時

間の計画作成によって、学級経営や教科・教科等の指導に意識が向いた。２点⽬、⼦供の実
態を資質・能⼒の視点で客観的に評価することによって、計画された学習活動の適切な修正
が図られ実践された。３点⽬、学期ごとに実施する探究サイクルに学習の流れに応じた軽重
をつけることで、探究的な学習がスムーズに展開された。 
本研究では、客観的に⼦供を評価することや教師の話し合いを進めるファシリテーターの
存在に課題が残る。今後、実態を把握する調査やアンケートなどの活⽤や外部の専⾨機関な
どとの連携が、その課題を解決する⼀つとなると思われる。これらの課題は残しつつも、教
師が他者と協⼒し新たな発想で計画を作る経験を積むことは、⼀⼈ひとりの教師が、⼦供の
実態や学校の環境によって、⾃律的に実践することにつながる。それは、教職経験の違いを
超えて、教師の個性を発揮する教師の姿につながる可能性を秘めていると認識する。今後
も、課題の解決を図りながら、実践に向けて研究していきたい。 
 

キーワード 総合的な学習の時間 計画 資質・能⼒ 教科等横断 



序章 課題設定 
 
第１節 これまでの実践 
総合的な学習の時間は、筆者にとって楽しい時間である。⼦供の多様な学びの姿があり、
思いや願いを⾃分の⾔葉で存分に楽しく語る姿を⾒ることができるからである。総合的な
学習の時間は、その時間だけでは完結しない。そこで、⼦供が過ごす⽣活そのものを学びの
素材として捉え、その⽬的や効果を考えることから始めた。すると、安⼼して学び合える集
団の形成や学びを積み上げていく学習の仕組みが必要と考えるに⾄った。そこで、総合的な
学習の時間を進める中で、次の３点に注⽬した。１点⽬は、学びと⽣活のつながりを意識し
て、学びの空間を⽣み出す学級経営を⾏う。２点⽬は、課題設定スキル、情報・対話・省察
スキル、学び⽅スキルを積み上げる教科指導を⾏う。３点⽬は、教科の学習と関連づけて現
代的課題に向き合い、未来を描く総合的な学習の時間を⾏う。このように、意識したことで、
学級経営・学級活動、学習指導、総合的な学習の時間のそれぞれで取り組むことが明確にな
り、指導の⼀貫性を感じた。 
⼀⽅で、⼦供の学びの継続性に課題を感じていた。各学年の総合的な学習の時間の実践を

学年の共通実践にする横のつながりと学年を超えてつなぐ縦のつながりを意識して実践す
る必要があると考えた。総合的な学習の時間は、実態に応じて柔軟に内容を変化させること
ができる。教師の思いや⼦供の願いを反映することができる。教師が互いのアイディアを共
有し、学年の横の連携、学年間の縦の連携を意識して実践していくことが可能である。この
ような実践を⾏うことによって、学級全体の⼦供の学びの質を変えるとともに、教師の指導
の質を⾼めることにもつながると考えた。総合的な学習の時間を軸として教師の協働的な
実践に取り組むことに意義を感じている。 
さらに、教職⼤学院で資質・能⼒の育成を意識した実践について学びを深めた。これまで

実践から様々な教育活動の取り組みの“つながり”を意識することで育まれる⼦供の⼒を感
じてきた。それは、実践⼒として発揮される資質・能⼒である。この⼒は、総合的な学習の
時間が⽬指すもので、教科横断的に取り組むことや現代的課題を扱うことで⾼められる⼒
である。 
これまでの実践に資質・能⼒の意識づけを図る新たな視点を取り⼊れた実践を実現したい。

総合的な学習の時間において、学級経営、各教科・教科等の実践にも通じる軸となる資質・
能⼒を⼀つ定めることによって、教科等の様々な実践につなぐことができるのはないかと
考えた。軸となる資質・能⼒について共有し、⼦供の実態を評価しながら共通実践する場と
して、総合的な学習の時間を中⼼に据えた教育実践を考えていくことは、資質・能⼒の育成
を⽬指した実践を考えていく上で、⼤きな意義がある。 
 

第２節 教師の意識調査 
先⾏研究から、総合的な学習の時間に対する教師の意識を辿る。 



2000 年に総合的な学習の時間が創設され、カリキュラムを各学校で作成し独⾃性を発揮
することが求められるようになった。学校独⾃の取り組みが⾏われると同時に、カリキュラ
ムについて意識が⾼まる。計画の作成や学習環境を教師⾃⾝が整えることは、独⾃性を発揮
する柔軟な策であるが、⼀⽅においてそれを担う教師に負担感を抱かせるものとなってい
たようだ。 
また、2008 年学⼒観の変化によって、2010 年総合的な学習の時間の展開も新たに⽰され

資質・能⼒を意識した⽬標が章⽴てされた。その後、2010 年紅林信幸らは「総合がかえた
もの学校組織⽂化」として、総合的な学習の時間によって多忙感を⾼めた学校の現状を⽰
し、その中でも総合的な学習の時間の価値を意識して実践に取り組む教師の姿を⽰した。
2011 年浦郷淳は完全実施の課題として「学習課題の設定・教材開発」を 2011 年中野・太町
は総合的な学習の時間の授業改善点として「検証や評価」の不⼗分さ、教科関連の不⼗分さ
を指摘している。 
このように、カリキュラム作成が求められるようになってから、⽬標が⽰され、各学校で

の⼀層の充実を求められた。しかし、学校現場において、負担感、多忙感がつのり、その成
果を感じにくい状況にあったように思われる。学校独⾃の学習計画の作成は、学習内容や評
価という⼀連の流れと教材や環境も教師⾃⾝が整えていかなければならないという⼤変さ
も含んでいる。2011 年秋場淳の教師の意識の考察では、総合的な学習の時間を「得意」と
する教師は４割、「苦⼿」とする教師は５割であり、「学校組織マネジメントにどう取り⼊れ
るか」「協働的職場⾵⼟」の必要性が⽰され、その教師の「⼒量」として、教師に求められ
る資質として指摘された。 
さらに、2015 年村井万寿夫[b]「総合的学習を教師の実践を阻害する要因の検討⑵」の総

合的な学習の時間の阻害要因の研究によると総合的な学習の時間を「得意」とする教師は３
割、「好き」とする教師は６割であり、肯定的に受け⽌めている教師は⼦供の「主体的活動」
「意欲的活動」「興味関⼼」を評価し、否定的に受け⽌めている教師は指導の「⽬的や内容」
「⾒通し」「計画性」に困難さを抱えていることを明らかにした。2015年以降教師の指導観
に関する研究が進展する。2017 年⽂部科学省は「⽬標実現のための探究課題、育成する資
質能⼒を⽬標設定に定めること」とした。2017 年国⽴教育政策研究所による PISA2015調
査の分析では、現在の学習指導要領との関連性が⽰され、総合的な学習の時間に注⽬が集ま
った。2017 年村井万寿夫は改めて、教師の意識として、「学習意欲の向上はわかるが、指導
は得意ではない」と感じている教師の姿を⽰している。計画、実施、評価するということの
難しさは、教師の基本的な資質能⼒によるものだとする。以降、総合的な学習の時間を進め
る上で、必要な教師の資質能⼒とは何か、その⼒をどのように育成するのかという研究が進
められた。 
2020 年⾕尻・林は“深い学びの実現”のためには、探究的な学びが必要として、探究サイク
ルの過程のどこに課題があるか調査し「課題設定」に難しさがあることを明らかにした。
2021 年藤上真⼸は教師の資質能⼒を育成する研究として、総合的な学習を展開するために



教師に必要な教師の資質をリスト化し、若⼿教員を対象とした研修プログラムを検討して
いる。2022 年⽥嶋・松井は、カリキュラムづくりの教師の意識として熟練教師のリフレク
ションに注⽬し、⼦供の姿と探究課題へ向かう往還が改善へつながると指摘している。2022
年佐藤裕紀らは教師の困難性、課題をカテゴリーにして困難性の所在を明確にし、教師の探
究⼼や単元づくりの経験がその課題であることを⽰した。2022 年村井万寿夫は、「教師の⼒
量形成」として、教師がどのようにして⼒をつけるか、単元設計⼒・評価・分析・現状把握
などの視点を⽰している。 
これらの先⾏研究により、学習者の「主体的・意欲的姿」を実感することや、探究的な学

習が資質能⼒の育成のために必要であると認識して「その効果はわかる」「好き」という好
印象を総合的な学習の時間に対して持っている教師は⼀定数存在する。しかし⼀⽅で、「全
体計画の作成、指導計画の改善」「学習課題の設定・教材開発」「検証や評価」などの難しさ
から、「苦⼿」「得意ではない」と感じている教師の実態も明らかとなった。これらの課題点
から、学校組織全体のカリキュラム作成や協働的⽀持的⾵⼟という組織の改善点から、教師
個⼈の⼒量・資質能⼒の育成まで様々な⽅策がこれまでに論じられてきている。 
そこで、総合的な学習の時間が求める、現代的課題に向き合い、⾃ら課題を設定し、解決

していく探究的な学びを実現するためには、教師⼀⼈ひとりが学習計画を作成する⼒を⾼
めていくことが必要であると考えた。過去の学習計画は、新たな対象となる⼦供の実態や学
校環境に応じて適切に⾒直されることで、その学習の⽬的が明確になり実態に応じたもの
になる。したがって、これまでの経験を⽣かしながら、新たなに学年を構成する教師が、協
働的に学習計画を作成し、実践を進め計画の修正を⾏なう仕組みが必要であると考えた。 
本研究では、資質・能⼒の育成を⽬指す実践となる学習計画の作成を通して、教師が抱く

総合的な学習の時間の課題を解決する⽷⼝を⾒出すことを⽬指す。この実践の経験が、教師
の⾃律性を⾼めることにつながると考える。 
 

第３節 研究の⽬的と⽅法 
総合的な学習の時間の実践が難しいと思わせている計画作成を学年で⾏い、年間を通して

協働的に実践することで、どのような影響を与えるか２点で分析する。１点⽬、総合的な学
習の時間がどのように変化するか。２点⽬、総合的な学習の時間と関連のある学級経営や教
科等の教育活動実践にどのような変化するか。これらの変容に注⽬し、総合的な学習の時間
に係るレバレッジによって、教科等の実践にどのような影響が⽣まれるか分析する。それに
よって、資質・能⼒の育成を実現する総合的な学習の時間の展開に必要な要素が明らかにな
り、総合的な学習の時間を実践する教師の指導スキルが⾼まり、教科等横断的な実践を⾃律
的に⾏うことができる教師の育成につながることが期待される。 
本研究は、第５・６学年の総合的な学習の時間を対象に、１年間を通して、計画作成を⾏

った。筆者は、計画作成を伴⾛しながら調査等を⾏った（アクションリサーチ）。対象の 2
名の教師は、昨年度同じ学年を担当し、本年度は、X 教諭が昨年度と同学年の 5年を担当 



し、Y 教諭が昨年度の学年を持ち上がっ
て 6年を担当している（図表 0−１）。前
年度、同じ学年で総合的な学習の時間を
経験してきた教師を⽐較するため、2 名
を対象とした。 
 
計画作成の⼿順 
4⽉ 17⽇（6年）4⽉ 19⽇（5年）に全体計画・年間計画・単元計画の作成を⾏った。8
⽉ 27⽇（5・6年）に１学期の実態評価と単元計画の作成を⾏った。1⽉ 6 ⽇（6年）1⽉
7⽇（5年）に２学期の実態評価と単元計画の作成を⾏った。 
計画遂⾏の把握 
計画作成後の進捗状況

を授業観察や学年会等で
の会話、⾯談から判断す
る。教師の求めに応じ、計
画内容について学年会を
設けたり、話し合いをし
たりすることで、内容の
確認や修正・改善を図る。 
調査の⽅法 
資質・能⼒の視点と計画

作成の視点の２点から調
査した。（図表 0−２） 
資質・能⼒の視点の調査は、7⽉と 12⽉に⼦供と教師のそれぞれに実施した。 

まず、⼦供の調査は、熊本市学⼒調査（以下、市調査）をもとに⾏うアンケート調査と抽出
によるインタビューを⾏い、結果を【⾃律性】の発達段階で評価した。アンケートは、計画
作成時に使⽤した市調査の結果をもとに作成し、担任が実施した。本研究では、市調査（令
和５年度実施）の４年国語、５年国語・社会の＜主体的に学習に取り組む態度＞の質問項⽬
を年度当初の⼦供の実態把握の資料とした。インタビューは、児童 3 名の抽出を担任に依
頼し、筆者が⾏った。各学年が⽬指す資質・能⼒「⾃律的活動⼒（5 年）」「計画実⾏⼒（6
年）」から共通する資質・能⼒を【⾃律性】と定め、【⾃律性】の変化をインタビュー結果を
中⼼に担任等と学年で協議して判断した。⼦供の【⾃律性】の変容については、2012中⼭
勘次郎がDeci&Ryan1985をもとにした。学校現場では、⾃発的⾏動が起こり得ない状況か
ら活動がスタートすることもあることを指摘し、それを働きかけによって、内在化（⾃律性
⽀援態度）していく連続した姿を⽰している。その指標に照らし⼦供の姿を捉えた。 
次に、教師の調査は、授業観察とインタビューの結果を【⾃律性⽀援態度】の観点から調

対象 X 教諭 Y 教諭 
性別 ⼥性 男性 
教職経験年数 3 年⽬ 33 年⽬ 
令和 5 年度 5 年担任 5 年担任 
令和 6 年度 5 年担任 6 年担任 

図表 0−１対象者の実態 
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研究の年間計画 

 3 実態把握資料収集  
 4 計画作成（全体計画・年間計画・単元計画）  
 5 授業観察・学年会等  
 6 授業観察・学年会等  
 7 教師の調査：授業観察 

⼦供の調査：アンケート・インタビュー 
 

 8 ⼦供の調査結果から実態評価 
計画修正・作成（単元計画） 

 

 9 授業観察・学年会等  
 10 授業観察・学年会等  
 11 授業観察・学年会等  
 12 教師の調査：授業観察・インタビュー 

⼦供の調査：アンケート・インタビュー 
 

 1 ⼦供の調査結果から実態評価 
計画修正・作成（単元計画） 

 

 2 調査まとめ  
 3 計画まとめ・次年度へ  
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査した。教師の総合的な学習の時間以外の実践での変容を評価するため、学級経営、道徳科、
国語・社会、特別活動の授業観察をした。教師の【⾃律性⽀援態度】については、複数の先
⾏研究から評価の視点を定めている。 
⾃律性⽀援の研究は、1997 年⿅⽑雅治らの学習者中⼼の教育⽅法に影響を与える教師の
信念として取り上げられている。その後、2001 年安藤史⾼が Deci&Ryan1985 の⾃⼰決定
理論をもとに、内発的動機付けと外発的動機付けを⾃⼰決定の程度という連続体で捉える
ことを⽰した。⾃⼰決定を促進する社会的⽂脈の⼀つとして⾃律性⽀援をあげ、⾃律性⽀援
とは「選択権が与えられ、外的な圧⼒が⼩さい⽂脈」であるとして指摘した。また、2012 年
中⼭勘次郎は「学校活動における教師の働きかけに対する⾃⼰決定理論からの分析」におい
て、⾃律性動機づけを⾼める他者からの働きかけの 3 つの成分（Skinner&Belmont.1993）
として、教師の⾃律性⽀援態度「１構造」「２狭義の⾃律性⽀援」「３関与」が、授業場⾯以
外の様々な学校活動における教師にも確認できるかを検討している。2020 年には、岡⽥・
⽯井が「⾃律性⽀援から⾒た⼩学校教師の指導スタイルの検討」において、⾃律性⽀援の 6
つの下位側⾯（Reeve2016）と⾃律性⽀援の傾向（Deri&Ryan1987）と縦割り班による話し
合いで⾒出したカテゴリー（岡⽥・⽥⼝ 2018）をもとに、理科・算数の授業内容を分類し、
学年や教科を超えて共通するスタイルがある可能性を⽰した。 
これらの先⾏研究を踏まえ、本研究では、2012中⼭勘次郎が採⽤した他者からの働きかけ

の 3 つの成分（Skinner&Belmont.1993）である教師の⾃律性⽀援態度と 2020岡⽥・⽯井が
⽰した指標をもとに、教師の働きかけを⾒とり、整理した。 
最後に、計画作成の視点の調査は、12 ⽉に教師に⾏った。計画作成の変容を⾒とるため、

令和５年度、５年⽣を担当した Z 教諭を⽐較対象として同様の項⽬でインタビューを⾏っ
た。本研究で⾏った、計画作成とこれまでの計画作成の違いを明らかにした。 
 
 

第 1 章 計画内容 
第１節 学習指導要領 
学習指導要領（平成２９年度告⽰）解説編総合的な学習の時間：第５章総合的な学習の時

間の指導計画の作成において、指導計画の要素を６点⽰している。また、学校として全体計
画と年間指導計画を作成するとされている。 
全体計画は、「指導計画のうち、学校として、その時間の教育活動の基本的なあり⽅を⽰す
もの」であり、具体的な要素として「①各学校において定める⽬標②「⽬標を実現す流にふ
さわしい探究課題」及び「探究課題の解決を通して育成を⽬指す具体的な資質・能⼒」で構
成する内容について明記するとともに③学習活動④指導⽅法⑤学習の評価⑥指導体制等に
ついて⽰すとしている。年間指導計画は、全体計画を踏まえ、それを実現するための学習活
動を実施する時期や内容を⽰すもので、１年間の時間的な流れの中に単元を位置付けて⽰
すとしている。また、必要に応じて関連する他教科等における学習活動も書き⼊れ、総合的



な学習の時間における学習活動との関連を⽰すとしている。 
その上で、「全体計画を単元として具体化し、１年間の流れの中に配列したものが年間指導

計画であり、年間指導計画やそこに⽰された個々の単元の成⽴のよりどころを⽰したもの
が全体計画であり、この⼆つは関連し対応する関係にある」と説明する。「指導計画を構成
する６つの要素については、指導計画のどこかで⽰していればよく、全体計画と年間指導計
画の少なくとも⼀⽅において明⽰することで⾜りると考えられる」とある。（図表 1−１） 
各学校では、全体計画と年間指導計画を踏まえ、各学年の総合的な学習の時間の学習活動

の具体的計画が単元計画
として作成される。実際
の学校現場では、⼀般に
⼀度作成された全体計画
と年間計画を事後に修正
することは難しく、計画
と学習者の実態に乖離が
⽣まれやすい。したがっ
て、筆者は、学習者の実
態や学校の環境によっ
て、柔軟に計画を⾒直す
時間を年間に位置づける
ことが必要と考える。ま
た、総合的な学習の時間
の探究サイクルに軽重を
つけ、計画的に学習内容
を検討することで、⾒通
しをもった無理のない学
習活動が展開でき、教科・
教科等との関連性や⼦供
の実態を柔軟に捉え、⼦
供の学びの深まりに応じ、シンプルな計画にすることも必要であると考える。 
そこで、年度当初において対象学年の全体計画と年間計画を作成し、⼦供の実態を評価し

ながら、単元計画の詳細を検討する年間の⾒通しをもって作成する。その中で、学習指導要
領で⽰されている 6 つの要素を踏まえ、⽬標の設定は⼦供実態を把握して作成し、指導⽅
法・指導体制の項⽬は、年間指導計画・単元計画で具体的に⽰し、学習の評価を単元計画作
成時に確認しながら進める（図表 1−２）。本研究で⽬指すことは、⼦供の実態や学校の状
況に応じて、柔軟に教師が計画を作成したり修正したりできる計画作成そのものである。そ
のため、⼦供の姿を客観的に捉える視点や教師の実践を振り返り、多様な視点から話し合う

図表１−１学習指導要領から考える各計画と６つの要素の構成 
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図表１−２本研究で考える各計画と６つの要素の構成 



場を設定し、計画を作成するものとする。 
 

第２節 「縦と横」 
総合的な学習の時間の計画作成を協働的な取り組みにより⾏うため、教師の特性を⽣かし、
各教師が充実した学習展開ができるように意⾒を交わしながら計画を作成する。これらの
ねらいを達成するため、⽥村学が⽰す
カリキュラム・デザインを⽤いる。（図
表 1−３） 
⽥村は、総合的な学習の時間のカリ
キュラム・デザインとして、縦と横の
軸を設定し、シンプルにその計画作成
することができるとしている。縦軸
は、学習指導要領の全体計画に、横軸
は、その年間指導計画に重なる。 
縦軸をグランド・デザインと単元配
列表、単元計画の三点とする。グラン
ド・デザインでは、学校教育⽬標と三観点のつながりを⾒出し、育成をめざす⼦供の姿を明
確にする。単元配列表では、資質能⼒が教科横断によって連動するように計画を作成すると
している。重点単元と関連単元によって「学んだことが使える」教科とのつながりを意識す
るような実践を⾏うこととしている。単元計画では、評価まで含めて、⼦供の興味関⼼や既
有の知識を判断して計画を作成することを⽰している。⼿に⼊れたものを活⽤する場⾯や
時間、環境など具体的に計画することとしている（図表 1−４）。 

また、横軸を単元配列表の重点単元と関連単元とし、教科等のつながりに⼆つの視点を定
め、その関連性に注⽬している。重点単元とは、単元間の「活⽤・発揮」（前後関係）に注
⽬しており、知識・技能の観点で設定する。関連単元とは、各教科間の「活⽤・発揮」（横
断関係）に注⽬しており、思考・判断・表現の観点で設定する。学びに向かう⼒・⼈間性の
観点は、⻑期的な視点に⽴って、学年間の「活⽤・発揮」（上下関係）に注⽬している。ま

図表１−３カリキュラム・デザインのイメージ 

図表１−４「縦」の 3 層構造のイメージ 



た、教科と総合のどちらからどちらへ向かうのか、その⽅向性に関しても⾔及している。 
本研究では、⽥村の「縦」のラインを参考にして計画作成を⾏った。資質・能⼒を軸とし

た計画作成によって、総合的な学習の時間の実践に取り組むことによって、教科・教科等に
起きる変容を⾒とるためである。 
 

第３節 計画の詳細 
⑴全体像 
総合的な学習の時間は、⻑期にわたる学習計画の作成が必要である。⼦供の学びは、⼀つ
⼀つの⼩さな学びの連続であるという特徴を考えれば、総合的な学習の時間は、⼤きなまと
まりとしての学びの機会になるからである。そのため、計画は過去の学びの蓄積をもとに、
学習を積み重ね成⻑していくことを意識して作成する。そこで、「学年の横のつながりの共
通実践」と「学年間の縦の継続した実践」の⼆つの視点から計画作成を⾏った。 
まず、学年の共通実践を実現するために、学校教育⽬標と児童の実態から資質・能⼒を⼀

つに定め、その育成のために教科と教科等を横断する効果的な実践ができるようにした。年
間計画をもとに、⼦供の実態を捉えながら、計画の修正を加えるサイクルも設定した。 
次に、学年間の継続した実践を実現するために、前年度の学習者の実態から、育成を⽬指

す⼦供の姿を考えた。これまでの学びの⼒や経験を踏まえ、⽬指す⼒を明確にして計画を作
成した。探究的な学びのサイクルは、基礎的な⼒の育成を⽬指す１学期、その⼒を発揮する
２学期、学びを振り返りこれから⽬指す⽅向性を定める３学期と年間の⾒通しをもって計
画した。⼦供の学びのペースに応じ、探究的な学びを段階的に⾏えるよう留意した。 
このような実践を各学年で⾏うことで、学校の教育⽬標をもとにした資質・能⼒を継続的

に育成する実践を⾏うことができると考える（図表 1−５）。 

⑵構成ポイント 
⑴の全体像を実現するため、以下の構成ポイントを定めた（図表 1−６）。 
ポイント１【中⼼となる資質・能⼒】 
学校教育⽬標から⽬指す⼦供の姿を三観点（知識・技能、思考⼒・判断⼒・表現⼒、学び

図表１−５学年の学びがつながり学校教育⽬標へ向かうイメージ 
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に向かう⼒・⼈間性）で表現した。これらの三観点から中⼼となる資質・能⼒を⼀つ定めた。
共通実践の軸となる資質・能⼒を絞り込むことで、その資質・能⼒を中⼼に据えた、教科等
横断的な学習の計画を考えた。 
ポイント２【年間の⾒通しと修正】 
⼦供の実態を評価し、計画の作成と修正を⾏う場を計画的に設定し実態に即した実践を⾏

うようにした。年度初めの全体計画・年間計画の際には、熊本市学⼒調査（令和５年度実施）
をもとにし、学期ごとに作成する単元計画の際には、アンケートやインタビューの資料をも
とに検討した。 
ポイント３【探究サイクルの軽重】 
学年間の学びの連続性や教科等の学習活動の関連を意識した探究的な学習を計画した。探

究的な学習を進めるために必要な習スキルの習得や活⽤の場⾯を継続的に設定した。⼦供
の学びの様⼦に応じて、体験や⼈の関わりなど学習内容を柔軟に考え、計画し実践した。 

 
これらのポイントを全体計画・年間計画・単元計画に位置付けて具現化を意識した。まず、

全体計画において、学校教育⽬標を三観点から具体的な⼦ども像を描き、【中⼼となる資質・
能⼒】を設定し、ポイント１を具現化し、計画の軸を決める。次に、年間計画において、軸
から学習活動のイメージを広げ【探究サイクルの軽重】を意識した活動を設定し、ポイント
２を具現化する。さらに、単元計画において、⼦供の評価をもとに、年間計画の修正や計画
作成を⾏うことで、ポイント３を具現化する（図表 1−７）。 
 
 
 
 
 

図表１−６学年の横と学年間の縦をつなぐ構成ポイント 

前
学
年

本学
年

次
学
年

１学期
２学期

３学期

ポイント３【探究サイクルの軽重】 

中⼼となる資質・能⼒ 

ポイント２【年間の⾒通しと修正】 
ポイント１【中⼼となる資質・能⼒】 

課題設定

情報収集

整理分析
まとめ

表現

振り返り

課題設定

情報収集

整理分析
まとめ

表現

振り返り

課題設定

情報収集

整理分析
まとめ

表現

振り返り

 



⑶協働性 
教師の総合的な学習の時間に対する意識に関する先⾏研究から、計画の作成や年間の⾒通

しを持つことに難しさを感じている教師は多いと判断する。その結果、⼀度作成された計画
が、⼦供の実態や学校の環境が変化しても、⾒直されることなく実践されることも少なくな
い。実態に応じた実践にするためには、過去の計画を参考にしながらも、新たな視点で計画
をつくる必要がある。そのため、教師が考えを出し合い計画を作成する場が必要と考えた。 
計画作成にあたっては、教師⼀⼈ひとりがそれぞれのよさを⽣かし、主体的に参加するこ

とができるよう努めた。多様な経験をもつ教師が互いの⼒を発揮できる場にすることで教
師が総合的な学習の時間を⼦供とともに探究的に進めていくことにつながると考えた。 
そのため、60 分〜90 分の時間を取り、ワークショップ型の活動ができるように環境を整

え計画作成を⾏った。話し合った内容を書き込むワークシートを作成し、共同作業を⾏っ
た。緊張感をやわらげ、⾃由な発想でイメージを広げることができるようにした。また、話
し合いを進める際には、教師間の共通認識をもつため、総合的な学習の時間の特質を確認し
活動をスタートした。児童の実態を把握する資料やこれまで取り組んできた総合的な学習

ポイント１ 

ポイント３ 

ポイント２ 

全体計画 

年間計画 

単元計画 

ポイント１ 

学校教育⽬標から⽬指す⼦供の

姿を実現する学習⽬標などを全

体計画で具現化する 

ポイント２ 

⼦供の実態を評価し、柔軟に計画

の修正をしながら単元計画で具

現化する 

ポイント３ 

軽重をつけた探究的な学習の年

間の⾒通しを教科等横断的な年

間計画で具現化する 

図表１−７構成ポイントと全体計画・年間計画・単元計画の位置付け 



の時間の全体計画や年間計画や探究学習を進める考える技法などの資料を⽤意した。これ
までの学習活動から、⼦供の実態に応じてアレンジしていく意識を持つことで、「計画作成
は難しい」という意識を解消したいと考えた。 
さらに、計画作成を年間のスケジュールを決めておくことで、⾒通しをもって、確実に実

践することが可能になる。令和６年度は、以下の通り⽇程を決定した（図表 1−８）。 
 

時期 6 年 5 年 ⾏事 探究サイクル 計画作成（時） 

年度始     実態資料収集 

全体・年間計画作成 

1 学期  

集団作り 

 

集団作り 

 

集団宿泊 

⼊学式・始業式 

委員会・クラブ 

運動会 

 

 

 

探究基礎 

単元計画作成① 

2 学期 修学旅⾏ 

 

⽔俣学習  

 

学習発表会 

 

単元１ 

実態評価 

単元計画作成② 

（夏季休業中） 

3 学期 

 

 

進学へ 

 

進級へ 

 

卒業式・修了式 

単元２ 実態評価 

単元計画作成③ 

（冬季休業中） 

年度終     計画の評価とまとめ 

  ※⾚は、学年全体で⾏われる⾏事など。⻩は、総合に関連するもの。 
 
 
第⼆章 計画作成・遂⾏ 
第１節 計画作成の実際 
⑴参加教諭・児童実態 
５年・６年ともに３学級で、対象者を含めた構成メンバーは以下の通りである（図表 2−１）。 

⼦供の実態に関しては、市調査（令和５年度実施）の４年国語、５年国語・社会の＜主体
的に学習に取り組む態度＞を年度当初の実態把握の資料とした。対象学年では、「読書や友
達が書いた文章や話したことを情報の一つとして生かして学ぶこと」や「自分の生活と関わ

りながら学ぶこと」の数値が低いことが課題として指摘できる。年度当初の児童の実態は以
下の通りである（図表 2−２）。（4年が現 5年、5年が現 6年） 

 対象者 その他 

5 年 X 教諭（3 年⽬⼥性） A 教諭（38 年⽬⼥性・主任）B 教諭（15 年⽬男性） 

6 年 Y 教諭（33 年⽬男性・主任） C 教諭（12 年⽬⼥性）   D 教諭（9 年⽬男性） 

図表１−８令和 6 年度計画作成の年間計画 

図表 2−１研究対象 X・Y 教諭の所属する学年構成 



⑵全体計画と年間計画 
作成の⽇時相談・決定（4/９）・・・5年（4/23：16時） 6年（4/17：16時） 
「5 ⽉に運動会があるから、早い段階で総合的な学習の時間の⾒通しを持っておきたい」

ということで 4⽉に実施した。計画作成に必要な資料とワークシートを準備した。 

参照：＜全体計画・年間計画作成に使⽤する資料＞ 
１説明⽤プレゼンテーション 
（教科と総合的な学習の時間の関係性、総合的な学習の時間の⽬標 
年間計画・単元配列表作成の⼿順①⽬標設定②学習活動③単元配列④評価その後） 

２⼦供の実態資料 
：国語・社会の主体的に学習に取り組む態度（令和５年度熊本市学⼒調査） 

３SDGs学習⽬標⼀覧 
：「持続可能な開発⽬標のための教育学習⽬標」（ユネスコ） 

４探究活動の例カード 
：「今、求められる⼒を⾼める総合的な学習の時間の展開」（令和 3 年⽂部科学省） 

５これまでの年間計画・全体計画 
６全教科・教科等・主な⾏事の年間指導計画表 

図表 2−２主体的に学習に取り組む態度質問別回答状況から（肯定群解答割合%） 



説明プレゼンを⾒た後、話し合いながら、ワークシートを作成した。 
２学校教育⽬標と三観点で⽬指す⼦供の姿を捉えるシート 

⼦供の姿と市調査の資料から学習者の実態を捉えられるよう資料を提⽰した。学校教育⽬
標と三観点で⼦供の姿を表現することで、⽬指す⼦供の姿を観点別に的確に捉えることに
つながることを説明した。また、マトリクスのすべての枠が書き込めない場合もあるという
確認をして活動が始めた（図表 2−３）。話し合いでは、「⾃分で判断する⼒とか…⼤⼈にな
ってからも、⾃分で考えて判断して⾏動して、⾃分で切り拓いて⾏かないといけない」「⾃
分の豊かに⽣きるとか、より良く⽣きるとか、いうのを模索していく。そんな⼦供にしてい
きたい」など将来につながる具体的な姿をイメージし、各観点で⽬指す⼦供の姿を⾔語化し
た。決定した資質・能⼒は、学年経営の話し合いで既に決定していた学年テーマと⼀致する
ものであった。 
 
 

参照：＜全体計画・年間計画作成に使⽤するシート＞ 
１学校教育⽬標と三観点で現在の⼦供の姿を捉えるシート 
２学校教育⽬標と三観点で⽬指す⼦供の姿を捉えるシート 
３総合 10項⽬と SDGs学習⽬標から構想するシート 
４年間探究サイクルを教科等の関連から構想するシート 
５（３）のシートに追加して、評価の場⾯と視点をかくシート 

図表 2−３作成したシート２（学校教育⽬標と三観点で⽬指す⼦供の姿を捉える） 



参照：＜全体計画作成時の教師のやりとり＞ 

 
３総合 10項⽬と SDGs学習⽬標から構想するシート 
４年間探究サイクルを教科等の関連から構想するシート 
現代的課題に取り組む視点を持つため SDGsのテーマを設定し学習活動を考えた。ユネス

コが⽰す SDGs学習⽬標を⼩学⽣の学習活動にアレンジして設定した。総合の 10項⽬の⽬
標と、SDGs学習⽬標によって、学習活動の具体的なイメージを持った上で、該当する学年
のどのような学習活動で、その⽬標を実現していくか考えた。中⼼となる総合的な学習の時
間で、何を⽬指してくのか教師の思いを出し合い、総合的な学習の時間で考えられる学習活
動と教科・教科等の学習活動との関連を整理して、学習のイメージを持った（図表 2−４）。 

次に、探究課題を設定し、各学期にどのような探究活動を⾏うか年間の流れを話し合った。
探究サイクルの軽重を意識し、各教科と⾏事との関連性などを話した。学習活動として、探
究のサイクルの流れにどのように仕組んでいくか、情報を整理する思考ツールの活⽤⽅法
や関係機関との連携などの視点は弱かった。これまでの経験をもとにした話題が続いた。 

X 教諭と A・B 教諭の会話 

⽬ 指 す

⼦ 供 の

姿 

 

A 教諭「よりよく⽣きるって意識は低いよね」 X 教諭「⽬標とか書かせても具体的なことが

出てこない」 

B 教諭「相⼿から学ぼうっていう⾏動も少な

い」 

X 教諭「去年は、わからない⼦がいたら、教

えに⾏ってごらんっていったら、やってた」 

A 教諭「⾃分に合った⽬標を達成するために

必要な知識、そういうのを求める⼒って⼤事」 

X 教諭「『把握する』ってキーワードがありま

すね」 

Y 教諭と C・D 教諭の会話 

⽬ 指 す

⼦ 供 の

姿 

 

D 教諭「結構スマホに監視されてる感がある

んですよ」「周りをすごく気にして動けない」 

Y 教諭「動けないんだよね、⼈が動かないと

動けない。」 

C 教諭「社会の課題を⾃分のこととして捉え

る⼒」 

Y 教諭「情報に向き合う⼒が必要…⾃分のこ

ととして考える。こっちが⾔っても⾃分のこ

とって思ってない」 

D 教諭「思いやりを持って⾏動する」C 教諭

「想像⼒がちゃんとあった上での⾏動⼒」 

Y 教諭「先を⾒据えたような、先を読む⼒と

か、そんな⼒が⾏動につながるかな」 



参照：＜年間計画作成時の教師のやりとり＞ 

X 教諭と A・B 教諭の会話 

情報活

⽤スキ

ル 

 

A 教諭「環境問題とか、⼦供たちが知ってい

るかどうかも、こちらが知らないよね」B 教

諭「図書室⾏って、調べて、写真撮って、その

まま貼るみたいな…」 

X 教諭「あ…あるある」 

A 教諭「ブレインストーミングもやっている

ようでやれてない」B 教諭「KJ 法とか、仲間

分けはあるかな…」「意⾒をぶつけるって、最

近減ってる気がする」A 教諭「いいと思いま

すで、終わるよね、ちょっと違うけど、こん

な考えもあります、がないね」 

X 教諭「そうなんですよ、私、「それやめよう」

って⾔いました」「だからと⾔って、違うこと

があると「それは違います！」って、「その⾔

い⽅はどう？」って…」 

２と３総合⽬標三観点・10 分類 

 三観点 SDGs１７学習⽬標 主な学習活動 
知
識
・
技
能 

知識の概念化  
 
情報に敏感になる 
⾃分事として物事を捉える 
社会の課題を⾃分事にする 

認知的】 
④ 
科学、技術、イノベーシ
ョンに対する協⼒やアク
セス並びに、知識を共有
することの重要性を認識
する 
↓ 
科学、技術、社会の変化
に関する知識に関⼼向け
る 

総合 
平和学習で⽇本や世界
の戦争に対する考えや
平和に対する考えを学
ぶ 
 
社会 
歴史の学習で戦争と平
和について 
産業の学習で科学技術
や社会の変化について 

技能の⾝体化 情報の⽐較・分類・関係づけ
るなど探究の過程で必要なこ
とができる 

探究的な学習

のよさの理解 

各教科の⼒を活⽤して、学習
のつながりを⾒出している 

思
考
⼒
・
判
断
⼒
・
表
現
⼒ 

課題の設定 ⾃分の⽣活を⾒つめ課題を設
定し、解決の⾒通しをもって
追究する 

⾏動的】 
② 
持続可能な開発のための
地元地域のパートナーシ
ップの推進と実践に貢献
できる 
↓ 
地域の SDGｓを進める
活動に協⼒したり⾃分た
ちで⾏動したりする 

総合 
地域の活動を進めてい
る⼈に出合う、ゲスト
インタビューや現地で
の情報収集 
 
特別活動 
学級活動・修学旅⾏な
どで計画をたてて、実
⾏する経験を積む 

情報の収集 ⽬的に応じて⽅法を選択し、
収集した情報を取捨選択する 

整理・分析 多様な視点で情報を整理し、
その特徴を⾒つけ、解決につ
なげる 

まとめ・表現 ⽬的に応じて、表現⽅法を選
択して、表現する 

学
び
に
向
か
う
⼒
・
⼈
間
性 

⾃⼰理解・ 

他者理解 

学習を通して、⾃分の考えに
気づき、他者の考えから学ぶ 

社会情動的】 
③ 
SDGs に対する当事者意
識をもつことができる 
↓ 
⾃分が決めた対象に応じ
て、⾃分の⾏動計計画を
設定し、友達・家族・学
校・地域・社会…におい
て SDGs の取り組みをす
る 

総合 
社会とのつながりの中
で、⾃分の平和への取
り組みを実⾏する 
 
道徳科 
「働くこと」の意義に
ついて考える 
⾃分の⼼に気づき、⾼
める 

主体性・ 

協働性 

社会との関りから他者と協⼒
して社会を形成する良さに気
づく 

将来展望・ 

社会参画 

思いやりをもった⾏動 
先を⾒据えた⾏動 
⾒通しをもった⾏動 
想像⼒・創造⼒をもって 
社会に関わる⼒をつける 

３と２学習内容・探究サイクル 
探究課題：take action 様々なたちの⼈との出会いから広く学び、平和の実現ために⾏動する 
年間の概要 総合の探究活動 教科・領域の関連 視点（知/情/資） 
探究基礎 
⾃分をみつめる 
【〇〇のために、⾏動
している⼈について
知ろう】 
そして、⾃分を振り返
る 
 
★探究学習習得期 
探究サイクルになれ
る、振り返りを授業に
⽣かす 

 
■課題設定 
学年共通ゲスト（PTA 会⻑？） 
ウェビングで関⼼を広げる 
■情報収集 
⾃分の気になる⼈を調べてみよう 
インタビュ/ネット/図書/電話/メール 
■情報の整理分析 
集めた情報を広げて整理して要点⾒つけ 
KJ 法/コンセプトマップ/クラゲチャート 
■まとめ・交流 
タブレットの機能を使いなれる 
ドラマ作成・ムービーor プレゼン 
◆振り返り 

2 つ程度に厳選して 
 
 
国語 
情報を正確に読む 
⾃分の考えをもつ 
・筆者の論の進め⽅ 
・インターネット 
・原因と結果 

〇〇つながり 
 
 
思考⼒・判断⼒・表
現⼒ 
つながり 

単元１ 
広い視野で考え⾏動 
【平和のために⾏動
しよう】 
わたしにとっての平
和とは？そのために
⾏動することは？ 
 
★活動充実期 
友達の学びから学ぶ 
個別と協働 

 
■課題設定 
平和学習（総）・歴史学習（社）から 
資料の⽐較、分析をして課題発⾒ 
「⾃分にとっての平和とは」 
■情報収集 
修学旅⾏で⾃分の課題に集中していく 
現地の語り部/資料館資料/画像 
■整理分析 
集めたものを共通化、⼀般化して⾏動へ 
ピラミッドチャート/ベン図 
■まとめ表現 
⾃分の課題解決のための⾏動化・実現 
◆振り返り 

 
 
社会 
歴史学習・世界との
つながりを知ること
で広い視野で考える 
 
特別活動 
現地学習でのインタ
ビューや調査活動で
必要な情報を獲得 

 
 
思考⼒・判断⼒ 
つながり 
 
 
 
知識・技能 
つながり 

単元２ 
未来へ向かって 
【⾃分の⾏動宣⾔！】 
ドリームマップと 
そのプロセス 
⾏動の具体化のため 
 
★未来思考期 
次のステージへ向け
て学習を振り返る 

 
■課題設定 
２学期の⾏動から⾃分の課題発⾒ 
■情報収集 
課題克服の作戦、これで出会った⼈から 
■整理分析 
ドリームマップで描いたものを 
プロセスシートで具体的なものにする 
■まとめ表現 
⾃分の⾏動宣⾔！発表会の開催 
◆振り返り 

 
道徳科 
「働くこと」の意義
について考えること
で⾃分の未来像を描
く 

 
学びに向かう⼒ 
つながり 

SDGs 

学習⽬標 
学習活動 
イメージ 

具体的 
学習活動 

２学期 

図表 2−４作成したシート 3・４（SDGs学習⽬標から学習活動をイメージし、年間計画作成） 

シート 3 シート 4 



 
５（３）のシートに追加して、評価の場⾯と視点をかくシート 
計画の概要と⽬標をもとに、評価の概要を作成し、後⽇学年会で提⽰した。具体的な評価

の時期と視点に関しては、単元計画の中で、再度確認した。結果、⼦供の活動の⾒取りをど
のように⾏うか、学年会で話題となったが、明確な⽅策の決定には⾄らなかった。 
話し合いの後、作成した⼿書きの内容を整理した。また、年間計画をもとに、⼀学期の単

元計画の概要と評価の概要を作成し、学年会で検討するよう依頼した。 
参照：＜全体計画・年間計画作成後の X 教諭・Y 教諭のコメント＞ 

X 教諭 「話し合うっていう良さがあるなって思った。やっぱり、こういうことを考えていくうちに、

⽌まる『あれ？』って、⼦供もそれは⼀緒なんだろうなって、どういうところで⽌まって、

『あれ？』ってなるんだろうって、今⽇、⾃分が実感した。誰かと話しながら学ぶ⼒が、難

しいなって思っていたので、そこは、うちのクラスだけじゃなくて、学年として、そうなん

だって、知れたのも⼤きかった。また、⾃分がやるべきことがはっきりしたので、明⽇から、

どういう授業で、どういう働きかけをしようかなって、考えるきっかけになりました。」 

Y 教諭 「⼦供の今の⼒がわかって、どうすればいいか、筋道もわかって、流れも、全体像がよくわ

教 科関

連 

 

B 教諭「そのインタビューというのは、⽔俣

に関する？それとも環境？それとも全く別で

練習？」A 教諭「なんかつながるもののほう

がいいよね、国語では？」「「地域の魅⼒を伝

えよう」はいつ実施？」B 教諭「6⽉」 

X 教諭「わお」 

Y 教諭と C・D 教諭の会話 

⼈と の

つ な が

り 

地域と

の つ な

がり 

C 教諭「⾏動している⼈っていっぱいいるじ

ゃないですか、それをバンっと出していくの

か、視点を絞っていくのか」 

Y 教諭「熊本のために頑張りたいという⼈は、

スポーツ選⼿にはいっぱいいる」「『熊本のた

めに』なんか⾃分のできることをする」 

C 教諭「5 年の時の「わたしたちのふるさと」

というテーマで「熊本のために」はいいけど、

今回はどうだろう」 

Y 教諭「だったら、⾃分が好きな芸能⼈でも、

スポーツ選⼿でもいいけん、その⼈が社会の

ために、どんな気持ちでやっているのかの⽅

が、⼦供は⾃分の好きなことだからいいじゃ

ない？」「特別な⼈じゃなくても、PAT会⻑さ

んを連れてきて、なんでそれをするのか語っ

てもらうだけで、違うような気がする」 

学 習テ

ーマの

設定 

 

D 教諭「⼀学期は「○○のために」だったか

ら、⼆学期は「平和のために」」「「平和のため

に⾏動しよう」にして、その中の⼀つとして、

平和学習があった上での、「平和のためになん

か⾏動しよう」」C 教諭「かなり広いけど」 

Y 教諭「いや、いいと思うよ、平和のために⾏

動しようでいいと思う」 



かった。なにをしていくかもわかった。つながりが⾒えた。全体の流れが分かってないと動

けないじゃない？流れが、頭に⼊っておかないと」 

話し合いでは、学級の実態をもとに語り、学習⽅法やテーマに関する発⾔は少ない X 教諭
であったが、⼦供の話し合い活動に対する気づきがあった。⼀⽅、これまでの経験を基に新
たな提案をする Y 教諭は、C・D教諭との話し合いを通して、学習の全体像を把握した。 
⑶単元計画 
作成の⽇時相談・決定（８/２）・・・5年（８/27：11 時） 6年（８/27：12 時） 

「始業式の前に集まって、学年で集まって⼆学期の話をするので 8 ⽉にはしたい」という
ことで、８⽉に実施した。計画作成に必要な資料とワークシートを作成した。 

本研究では、新年度の子供の実態把握のため、市調査（令和 5年度実施）の結果を使用し
た。4年の国語、5年の国語と社会の＜主体的に学習に取り組む態度＞の質問項目を年度当
初の子供の実態を把握する資料とした。対象学年では、「読書や友達が書いた文章や話した

ことを情報の一つとして生かして学ぶこと」や「自分の生活と関わりながら学ぶこと」の数

値が低いことが課題として指摘できる。 
そこで、本研究において、総合的な学習の時間をレバレッジとすることで、これらの主体

的に学ぶ力にどのような変容が起こるかを判断し、教師の実践を評価する資料とした。アン

ケート項目は、5年・6年の総合的な学習の時間の取り組みに関連ある内容を市調査の項目
から選択し作成した（図表 2−５）。実施にあったては、令和６年 7 月・12 月に、ロイロノ
ートのアンケート機能により担任が実施し、その後、8月・1月に担任が結果を分析し、単
元計画の資料とした（図表 2−６）。 
問 注目点 質問文 

１ ５年弱 （国）友達が書いた文章や話したことを参考にして、自分にはない新しい考えや自分と違う考えを持とうとしている 

２ ６年 （国）文章を読むとき、別々の段落で書かれていることを考えとその事例、結論との理由といった関係を考えながら読むようにしている 

３ ６年弱 （国）質問をしたりアドバイスしあったりして思いや考えを伝え、先生や友達、地域の人と交流しようとしている 

４ ６年弱 （社）社会の出来事をいろいろな立場や視点から見るようにしている 

５ ６年 （社）事故や事件が少なく安全な社会とはどんな社会か、授業で考えようとしている 

６ ６年 （社）自分が住んでいる所の風景や自然の良いところをみつけ、すきになっている 

参照：＜単元計画作成に使⽤するシート＞ 
１単元計画・指導計画（表）シート 
２指導計画（カレンダー）シート 

参照：＜単元計画作成に使⽤する資料＞ 
１⼦供の⾃律性に関するアンケート結果集計（7⽉実施：学級・学年） 
２⼦供の⾃律性に関するインタビューシート（7⽉実施：１学級 3名、担任指名抽出） 
３インタビューシートを⾃律性の発達段階レベルで整理する広⽤紙 
４本年度作成した全体計画・年間計画・評価シート 

図表 2−５⼦供アンケート質問項⽬ 



また、⼦供のインタビューについては、全体計画で作成した⽬指す⼦供の姿を三観点で⽰
したものから質問項⽬を設定した。5年・6年で育成を目指す資質・能力で重なる点が多い
ため、本論文では、【自律性】を共通する育成したい資質・能力と定め、先行研究をもとに

その発達について明らかにし、学びの実態を把握した（図表 2−７）。実施にあたっては、計
画作成時 X教諭・Y教諭へ成長を感じた子供を 3名抽出することを依頼し、令和６年 7月・
12月に筆者がインタビューを行った（図表 2−８）。 

 

 
 

１ ⾃分から⾏動することは多いですか？ どんな場⾯ですか 

２ ⾃分から⾏動するときに、⾃分に必要な⼒が分かりますか 

そのためにどのような努⼒をしていますか 

３ ⾃分から⾏動するときに、どんなことを参考にしますか どんな情報を？多様な視点から？ 

４ ⾃分から⾏動するときに、どんなことに気をつけて⾏動しますか 

他者、相⼿、社会などいろいろな⽴場の⼈のことを考えて？ 

５ ⾃分から⾏動するのは、なんのためですか？ いいことがありますか？ 

1 国語 友達が書いた⽂章や話したことを参考にして、⾃分にはない新しい考えや⾃分とは違う考えをもとうとしている
2 国語 ⽂章を読むとき、別々の段落で書かれていることを考えとその事例、結論とその理由といった関係を考えながら読むようにしている
3 国語 質問をしたりアドバイスしあったりして思いや考えを伝え、先⽣や友達、地域の⼈と交流しようとしている
4 社会 社会の出来事をいろいろな⽴場や視点から⾒るようにしている
5 社会 事故や事件が少なく安全な社会とはどんな社会か、授業で考えようとしている
6 社会 ⾃分が住んでいる所の⾵景や⾃然の良いところを⾒つけ、好きになっている

7⽉ ５年２組 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 合計 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 12⽉ ５年２組 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 合計 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない
1 9 12 5 1 27 1 33.3 44.4 18.5 3.7 1 15 8 3 1 27 1 55.6 29.6 11.1 3.7
2 7 12 7 1 27 2 25.9 44.4 25.9 3.7 2 9 12 5 1 27 2 33.3 44.4 18.5 3.7
3 12 9 5 1 27 3 44.4 33.3 18.5 3.7 3 11 9 4 3 27 3 40.7 33.3 14.8 11.1
4 9 10 7 1 27 4 33.3 37.0 25.9 3.7 4 10 10 5 2 27 4 37.0 37.0 18.5 7.4
5 11 9 6 1 27 5 40.7 33.3 22.2 3.7 5 11 11 4 1 27 5 40.7 40.7 14.8 3.7
6 25 2 0 0 27 6 92.6 7.4 0.0 0.0 6 22 3 2 0 27 6 81.5 11.1 7.4 0.0
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X学級 12⽉

なっている だいたいなっている あまりなっていない なっていない

1 国語 友達が書いた⽂章や話したことを参考にして、⾃分にはない新しい考えや⾃分とは違う考えをもとうとしている
2 国語 ⽂章を読むとき、別々の段落で書かれていることを考えとその事例、結論とその理由といった関係を考えながら読むようにしている
3 国語 質問をしたりアドバイスしあったりして思いや考えを伝え、先⽣や友達、地域の⼈と交流しようとしている
4 社会 社会の出来事をいろいろな⽴場や視点から⾒るようにしている
5 社会 事故や事件が少なく安全な社会とはどんな社会か、授業で考えようとしている
6 社会 ⾃分が住んでいる所の⾵景や⾃然の良いところを⾒つけ、好きになっている

7⽉ ６年１組 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 合計 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 12⽉ ６年１組 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 合計 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない
1 8 11 5 0 24 1 33.3 45.8 20.8 0.0 1 5 15 5 0 25 1 20.0 60.0 20.0 0.0
2 9 10 5 0 24 2 37.5 41.7 20.8 0.0 2 8 11 6 0 25 2 32.0 44.0 24.0 0.0
3 7 9 5 3 24 3 29.2 37.5 20.8 12.5 3 5 11 7 2 25 3 20.0 44.0 28.0 8.0
4 8 11 4 1 24 4 33.3 45.8 16.7 4.2 4 10 10 5 0 25 4 40.0 40.0 20.0 0.0
5 11 10 2 1 24 5 45.8 41.7 8.3 4.2 5 8 8 7 2 25 5 32.0 32.0 28.0 8.0
6 8 9 7 0 24 6 33.3 37.5 29.2 0.0 6 6 14 5 0 25 6 24.0 56.0 20.0 0.0
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Y学級 ７⽉

なっている だいたいなっている あまりなっていない なっていない
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図表 2−６X 教諭学級・Y 教諭学級⼦供アンケート７⽉実施結果（%） 

学校教育⽬標 ⽬標に向かって、⾃ら考え・判断し、喜びをもって活動する⼦供の育成

【学校教育⽬標から設定した総合で⽬指したい⼦供の姿】
知識・技能 ⾃分だけではなく、多様な⼈の経験から学びとる⼦供
思考・判断・表現 他者、相⼿、社会などいろいろな⽴場の⼈やものごとに関⼼を向けて、考え、判断、⾏動する⼦供
学びに向かう⼒・⼈間性 よりよい⾃分、よりよい社会、よりよい⼈間関係を⽬指そうとする⼦供
■６年が⼤切にしたい⼒ take action ＝ アクション⼒：計画実⾏⼒
知識・技能 ⾃分⾃⾝のことを知る、⾃分に必要な⼒を進んで⾝につける⼦供
思考・判断・表現 ⾃分の考えをもち、判断し、⾏動にうつす⼒
学びに向かう⼒・⼈間性 ⾃信をもち、相⼿からも学びとって、⽣き⽅を決めようとする⼦供
■５年が⼤切にしたい⼒ ⾃分でPDCAサイクル！ ＝ ⾃律的活動⼒ 「⾃分で考え、判断し、⾏動し、振り返る」ことを繰り返しよりよい⽣き⽅を学ぶ

【観点別に設定した⼦供インタビューの質問】
問1 ⾃分から⾏動することは多いですか？ どんな場⾯でですか
本⼈の⾃律的⾏動の⾃覚
問2 ⾃分から⾏動するときに、⾃分に必要な⼒がわかりますか？ どのためにどのような努⼒をしていますか？
問3※重複：技能として ⾃分から⾏動するときに、どんなことを参考にしますか？
知識・技能 ６年 ⾃分だけではなく、多様な⼈の経験から学びとる⼦供

５年 ⾃分⾃⾝のことを知る、⾃分に必要な⼒を進んで⾝につける⼦供
問3※重複：思考のため ⾃分から⾏動するときに、どんなことを参考にしますか？
問4 ⾃分から⾏動するときに、どんなことに気をつけて⾏動しますか？
思考・判断・表現 ６年 他者、相⼿、社会などいろいろな⽴場の⼈やものごとに関⼼を向けて、考え、判断、⾏動する⼦供

５年 ⾃分の考えをもち、判断し、⾏動にうつす⼒
問5 ⾃分から⾏動するのは、なんのためですか？
学びに向かう⼒・⼈間性 ６年 よりよい⾃分、よりよい社会、よりよい⼈間関係を⽬指そうとする⼦供

５年 ⾃信をもち、相⼿からも学びとって、⽣き⽅を決めようとする⼦供

■■
共通の資質・能⼒

⾃律性

図表 2−７学校教育⽬標から設定した総合で⽬指したい⼦供の姿（5 年・6 年） 

図表 2−８⽬指したい⼦供の姿（5 年・6 年）共通のインタビュー項⽬ 



筆者が聞きとったインタビューをもとに、実態把握の客観性を高めるため、令和６年 8
月・1月に単元計画を検討する際に、学年でその子供が【自律性】の発達においてどの段階
にあるかを判断し、その後の資料とした（図表 2−９）。 

 
このインタビューの結果を分析するために、【⾃律性】に関する先⾏研究をもとにその発達

の程度を判断した。【⾃律性】が⾝についた状態を判断し、その発達の段階を明らかにする
ことで、実践の⼿⽴てを⾒出すためである。 
先⾏研究のよると、Deci&Ryan.(1985)の⾃⼰決定理論では、「周囲からの働きかけによっ

て、内在化【⾃律性⽀援態度】」していくことで、【⾃律性】が発達するとしている。対象に
対して、無関⼼な段階から報酬によって⾏動する「外的調整」、期待や評価をもとに⾏動す
る「取⼊れ調整」、価値と⾃分の考えが⼀致しているが努⼒が我慢を要する「同⼀化調整」、
価値と⾃分の考えが⼀致していて努⼒することも楽しめる「統合化調整」の過程を経て、⾃
らの意思で積極的に⾏動できる「内発的調整」と連続的に発達していくことを⽰した。（図
表 2−10） 
本研究では、総

合的な学習の時

間の探究活動が

年間で最も活動

が充実する時期

を２学期として

計画を作成した。

そのため、2学期の学習の前後を調査の時期とした。先に示した【自律性】を連続的に捉え
る視点で子供の姿を分析し、それをもとに、今後の指導について話し合い、単元計画のワー
クシートの作成を⾏った。 

図表 2−９⼦供のインタビュー結果の分析の様⼦ 

図表 2−10【Deci&Ryan1985】をもとに作成した⾃律性発達のイメージ 



１単元計画・指導計画（表）シート 
２指導計画（カレンダー）シート 

全体計画・年間計画から書き込める部分を確認し記⼊した。その後、年間計画で設定して
いた内容をもとに、単元計画を検討した（図表 2−11）。 
5 年は、⽔俣病の現地学習の時期が変更になったため時期の変更に伴う内容の変更を中⼼

に話し合いが進んだ。⼈権⽉間や⼼かがけや⽉間（道徳教育推進のための熊本市の取組）な
どの学校の取り組みと実践活動をどのように関連づけていくか、予定しているゲストティ
ーチャーをいつ、どのような⽬的で依頼するかを話し合った。 
6 年は、当初の予定通り実施となり、修学旅⾏の準備と総合的な学習の探究活動の流れを
⽇程等も含めて検討した。夏休みの課題から学習の導⼊を考えた。⼦供の考えを尊重してい
くという思いはあるが、具体的にどのような⽅法でそれを実現するかについては、話が進ま
なかった。学習活動の具体的な内容を話しながらスケジュールを確認した。 
参照：＜単元計画作成時の教師のやりとり＞ 
Y 教諭と C・D 教諭の会話 

課題設

定 の共

有 

 

C 教諭「去年もそれぞれ⼈によって平和っ

て違うので」「⾃分にとっての平和って何か

なって出して、それを持って、旅に出ようと

いうふうに私は思ってる」 

Y 教諭「平和学習の内容を発表するよね、発表

して、「⾃分にとっての平和ってなんだろう」っ

て、出しあわないといけないね。⾃分が考える

のはこう⾔うことだと」 

単元ィ⏬㸺学ᮇバージョン㸼  

1探✲ 

ㄢ㢟 

キャリア㸸take action 

ᵝ々な❧場の人との出会いから広く学び、平和の実⌧のために⾜動する 

2タ定 

⌮⏤ 

⑴児❺の実態 

⮬信をもって⾜動できない。⮬分の㌟の周りのᵝ子にẼづいていない。 

⑵ᮏ単元で㌟に付けたい㈨㉁や⬟力及び態度 

【▱】平和学⩦やṔ史学⩦などから⮬分の㌟の回りの平和にẼづく 

【思】⮬分の㌟の周りの平和の実⌧のために必せなことは何かを⪃え、⾜動する 

【主】平和の実⌧のために⾜動ィ⏬をたて、㐍んで⾜動しようとする 

⑶ᩍᮦについて 

平和学⩦やṔ史学⩦から⮬分にとっての平和とは何か⪃え、その実⌧のために、⮬分

にできることを⪃え⾜動することを㏻して、平和なᮍ᮶にために㈉⊩しようとする 

3単元 

┠ᶆ 

広いど㔝で⪃え⾜動【平和のために⾜動しよう】わたしにとっての平和とは㸽そのた

めに⾜動することは㸽★ά動充実ᮇ㸸友㐩の学びから学ぶ㸦個別と協働㸧 

㸲ホ価つ‽ 

3ほⅬ 10  SDGs 学⩦┠ᶆ ᮏ単元の㔜Ⅼ 

▱㆑・技⬟ 

㸺┦互性・ 

 多ᵝ性・ 

 ᭷㝈性㸼 

▱㆑のᴫ念化 ⮬↛の㈨※や人々の⏕άがつながりの中で

成り❧っていることがわかる 

⛉学、技⾡、♫会

の変化に㛵する

▱㆑に㛵心を向

ける 

◆ホ価場㠃 

◆ホ価どⅬ 

 

技⬟の㌟体化 情報のẚ㍑・分㢮・㛵係づけるなど探✲の㐣

⛬で必せなことができる 

探✲ⓗ学⩦の

よさ 

各ᩍ⛉の力をά⏝して、学⩦のつながりをぢ

出そうとしている 

思⪃力・ 

判᩿力・ 

⾲⌧力 

【学⩦᪉ἲ】 

ㄢ㢟のタ定 ⮬分の⏕άをみつめㄢ㢟をタ定し、ゎỴのぢ

㏻しをもって㏣✲する 

地域の SDGsを㐍

めるά動に協力

したり⮬分たち

で⾜動したりす

る 

平和学⩦やṔ史学

⩦から⮬分の⏕ά

をぢ┤し⮬分の

“平和”をぢ出し

その実⌧に必せな

ことにẼづき⾜動

する 

情報の収㞟 ┠ⓗに応じて᪉ἲを㑅択し、収㞟した情報を

取捨 

ᩚ⌮・分ᯒ 多ᵝなどⅬで情報をᩚ⌮し、その≉徴をぢつ

け、ゎỴ 

まとめ・⾲⌧ ┠ⓗに応じて、⾲⌧᪉ἲを㑅択して⾲⌧する 

学びに向かう力 

・人㛫性 

【⮬分⮬㌟・ 

 他⪅と♫会】 

⮬己⌮ゎ・ 

他⪅⌮ゎ 

⮬分の⪃えにẼづき、他⪅の⪃えから学ぶ ⮬分がỴめた対

㇟に応じて、⮬分

の⾜動ィ⏬をタ

定し、友㐩・家᪘・

学ᰯ・地域・♫会

において SDGsの

取り⤌みをする 

⮬分にできる平和

のための⾜動ィ⏬

をタ定し、㐍んで

実⾜しようとする 

主体性・ 

協働性 

♫会との㛵わりから他⪅と協力して♫会を

形成するⰋさにẼづく 

将᮶展ᮃ・ 

♫会参⏬ 

⮬分の᪥常⏕άの⾜動を SDGs の取り⤌みに

つながるものとなるように、⪃え、判᩿し、

⾜動しようとしている 
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広い視で考え行動
【ฑのために行動しよう】

■修学ྃ行＝ༀ割担 ■課題設定＝夏休み課題の発表・情ๅ共༙（ฑ学習・ྼ史学習）

■修学ྃ行＝ༀ割グループの顔合わせ ■課題設定＝「自にとってのฑとは」広げて、各自決める
ウェビングマップで
げて、い？で߁
課ୌをઅఈする

■情ๅ収集＝修学ྃ行と自の課題の接点を決める【修学ྃ行でどんな情ๅを集めるか、視点を定める】

■係の活動ຌ格化

■修学ྃ行＝事前学習 ■情ๅ収集＝修学ྃ行で調べる視点の確認、記入シート作成してྃ行後書き込み
い１

•え
•え

い２
•え
•え

い３
•え
•えフィッシュボーンなど

■ฑ集会リハーサル

■情ๅ整ཀྵ析＝情ๅを書き込み、行動計画を作成発表、相互評価、アドバイス【他者との関り】★評価？

■まとめ表現＝自の行動計画を実行、実行ๅ告プレゼン？を作成【他者・社会との関り】

■まとめ表現＝学級で発表（プレゼン？）、他者評価【他者・社会との関り】★評価？

●ϭϭ݆こころかがやけ݆間でࣰભ化？
関࿊【ྙ࣯ࣁ】【இ・ߡࢧ】

●ϭϭ݆ ऀ会【ߡࢧ・இ】関࿊
「ϭ0，ક૬とਕ々のくらし」
「ϭϭ，ฑでかなくらしをࢨして」

●ϭ0݆र学ྃߨとの【எ・技】関࿊
ๅफॄ・インタビュー・ࠬなど

■振りศり＝ฑ学習と「自にとってのฑ」を振りศる（キャリアパスポート記入も同時に）

ద

•ࣙにとってのฑ
•そのためのアクション計画

಼༲

•いつ、どこで、だれと、何を
•その༹ࢢ

݃果

•݃果（果と課ୌ）
•ଠंコメント、ࣙ৾ހりศり

र学ྃߨ
ࣙがઅఈ
した課ୌ

共௪఼

図表 2−11 作成したシート１・２（単元計画・指導計画カレンダー） シート 1 シート 2 



 Y 教諭「「平和ってなんなの？」って、⾃分のこ

とは考えてないから「⾃分にとっての平和」っ

てなんなのって、そことつながるようにした

い。」「今⾔われたようにしたらいいと納得！」 

⾏ 事 と

の関連

性 

C 教諭「修学旅⾏って、視点を持たずにいく

と、語り部の話を聞いてこう思ったとか、原

爆資料館の資料を⾒てこう思ったとか、書

きがち、その前にちゃんと課題を持って、そ

の視点で修学旅⾏の学びを進めるとその後

にちゃんと関連できてくると思う」 

Y 教諭「視点があるっていいね」「修学旅⾏⾃体

が⼤きなイベントだから、みんなでやっていか

ないといけないから、やっぱり⾒通しが⼤事か

なって思う」「⼀⼈⼀⼈の視点があるからいい。

⼤きな枠なんだけど、⼀⼈⼀⼈の視点があるか

ら。主体性につながると思う。」 

学習内容の詳細が決定した後、単元の概要と評価について再度確認し、⼀貫性のある学習
活動になっているかを確かめた。１学期に全体計画・年間計画を作成しているため、単元計
画では、⽇程や評価などを具体的に考えることができた。⼦供の実態を評価したことで、２
学期に必要な指導について考えが広がったことから、２学期は⽉ごとに実施した指導内容
（総合的な学習の時間と教科・教科外活動）を整理し記録することと、その活動で評価が⾼
い⼦供の姿について記録することを依頼した。 
 単元計画の作成では、児童の実態について語る姿は X 教諭 Y 教諭どちらにも⾒られた。
学習活動に関しては、Y 教諭は修学旅⾏と総合的な学習の時間の関連について、共通理解を
図ることの重要性を感じていた。【⾃律性】という資質・能⼒の育成に関しても視野に⼊れ
ていた。 
第２節 計画遂⾏の過程 
⑴総合的な学習の時間と教科等とのつながり 

計画作成の段階においては、第 1 章第２節で⽰した⽥村の「縦と横」の「縦」を参照し計
画作成を⾏った。資質・能⼒を軸とした実践を具現化する計画を作成するためである。しか
し、年間計画の「横」の教科等の関連について、⽥村が指摘する「横」とは同⼀ではない。
これまでの作成された年間指導計画の⼀覧表から、教師⾃⾝が経験した内容をもとに、学習
活動に応じた関連性を⾒出し、年間計画に２つ程度教科等を⽰した。 

本研究では、学年の実態から中⼼となる資質・能⼒を設定し、これを軸として、教師が総
合的な学習の時間と教科等の指導がどのように展開するか分
析することを⽬的としている。そこで、教科等横断の計画を詳
細には決定せず、教師の実践を観察した。授業観察は、総合的
な学習の時間を始め、国語・社会・道徳・学級活動・⾏事を中
⼼に⾏った。また、授業観察から、授業のルールや学級の環境
など資質・能⼒の育成を意図して⾏われているものを学級経営
と判断し分類した（図表 2−13）。 
X・Y 教諭の主な実践の概要を整理すると以下の通りである。 

資質

能⼒

教科

総合

学級

経営
学級

活動

⾏事

図表 2−12 資質・能⼒を軸に 

学習活動が展開するイメージ 



資 5 年⾃律的活動⼒【⾃律性】 ６年計画⾏動⼒【⾃律性】 

対 X 教諭実践 ⼦供の反応 Y 教諭実践 ⼦供の反応 

総
合 

思考ツールを教科で

使⽤し情報活⽤スキ

ルを⾼めた。図書資料

を活⽤した情報収集

で意欲を⾼めた。ゲス

トを迎える 

収集した情報をまと

めるだけで、整理分析

をして内容を深められ

たのは⼀部の児童だ

った 

探究学習のサイクル

の各段階を⼦供の個

別課題に応じて⽀援

した。修学旅⾏を総合

の体験の場と捉えて関

連性を⾒出した 

様々な⼈に指摘しても

らい個⼈課題を深め

た。個⼈課題から社会

問題や⾝近な⽣活に

ついて考えたのは⼀

部の児童だった 

学
級 
経
営 

関わり合いを意識し

た⼦供の関係づくり

を⾏った 

教師が作り出す楽し

い雰囲気やテンポの

よいやり取りで安⼼

感が⾼まる 

⾼学年として・学級リ

ーダーとしてという役

割の意識を⾼める⽀

援をした 

積極的にできる児童

もいる反⾯、⾏動でき

ない児童もいた 

学
級 
活
動 

係活動を⼦供たちで

進められるようにア

ドバイスをしながら

進める 

係活動で⾃分たちが

楽しめる活動を企画

し、実施したことで達

成感をもつ 

⼼かがやけ⽉間での

個⼈の平和への⾏動

を促す 

個別の⾏動への個々

の意識の⾼まりを把

握することは難しか

った 

⾏
事 

集団宿泊では集団⽣

活でルールを守るな

ど規律を重視した学

年指導を⾏った 

集団としての意識が⾼

まり、仲間意識が⾼ま

った 

総合と修学旅⾏を関

連付け視点を明確に

して学ぶ環境を整えた 

現地の情報収集に差

があったが意欲的に

事後学習に取り組ん

だ 

教
科 

⼦供の関⼼から学習

が始め、学習課題を解

決していくために思考

ツールで情報をまと

める活動を取り⼊れ

た 

⾝近な⽣活の話題か

ら学習に⼊り、楽しく

学ぶことができる。思

考ツールを⾃然に使

えるようになった 

国語の情報活⽤スキ

ルの学習を総合と関

連付けスキルを⾼め

る。歴史の学習を総合

と関連付けて内容を

深める 

総合で設定した課題

を⾏事・教科の学びを

通して深めていた。情

報活⽤のスキル経験

はしたが⾼まらない 

総
括 

資質・能⼒を意識した学級経営・学級活動によ

って⼦供の⾃律的な姿がみられるようになっ

た。情報活⽤スキルの経験の積み重ねが総合に

活かされた。収集した情 

報を整理分析するこ 

とから、考えを深め 

る段階の指導までで 

きなかった 

総合と修学旅⾏・国語を関連付けたことで学び

の⽬的を明確に持ち課題に向き合う環境が整え

られた。課題を⾃分事にして向き合い個別の学

習を深めることができた。 

⾃分を⾒つめ、課題 

解決するスキルは⼦ 

供の経験の差が⾒ら 

れた 

資質

能⼒

教科

総合

学級

経営

学級

活動

⾏事資質

能⼒

教科

総合

学級

経営
学級

活動

⾏事

図表 2−13 X 教諭・Y 教諭の実践概要 



⑵X 教諭：総合的
な学習の時間、教
科等の実践と⼦
供の姿 
＜総合的な学習
の時間＞ 

年 間 計 画 で 計
画を修正し、単元
計画を作成した。
修正点は以下の
２点である。 
修正１：情報収
集で、図書司書の
協⼒で資料を⼀
⼈⼀冊⼊⼿した。
探究学習を進め、
ヘドロの埋め⽴
てや⽔銀、⽔俣条
約等への関⼼が
⾼まり資料だけ
では解決が難し
く、専⾨家に話を
聞く場を設定し
た。⼦供の興味関
⼼の⾼まりから
追加した修正で
ある。 
修正２：⾃信が
持てない⼦供の
実態から体験活
動を⼦供に【任せ
る】ことを意識し
て修正した。⽔俣
学習を環境と⼈
権の⼆つの視点
で捉え、課題を⾃

修正２：1 学期評価から【任せる】ことで⾃律性を育む機会をつくる 

３と２学習内容・探究サイクル 
探究課題：環境：水俣から世界へ！地球規模で環境について考え、自分の未པのために行動する 
年間の概要 総合の探究活動 教科・域の関࿊ 視点（知/情/資） 

探究基礎 

「熊本」に学ぶ人の営
み～熊本＋SDGs～ 
【地元熊本の SDGs
の取り組みから世界
に広がる SDGs の取
り組みを知ろう】 
全 SDGsを学ぶ 
 
★探究学習初挑戦 
文章を読む、ほしい情
報を集める、整ཀྵする 

 
■課題設定 
【SDGsスタートブック】をもとに、自分
が一番関心をもったこと決める 
★思考Ｔ：ブレインストーミング 
■情報収集 
自分の気になるテーマを調べる 
配布物/図書室資ྋ/人物へのインタビュ 
■情報の整ཀྵ分析 
自分の生活と比較する熊本情報の整ཀྵ 
★ピラミッド/クラゲ/ベン図に慣れる 
■まとめ・交ླྀ 
文章を読む、書くなどのアナログで表現 
パンフレット/新聞/ポスターセッション 
◆振り返り 

2つ程度に厳選して 
 
 
国語 
情報収集の仕方を身
につけ、経験する 
・情報：事実と考え 
・地域の魅ྙを伝え
よう 
・知りたいことを聞
き出す 

〇〇つながり 
 
 
知識・技能 
つながり 
情報活用スキル 

単元１ 

「水俣」に学ぶ人の心
～水俣+SDGs～ 
【語り部の方と出会
い、環境への思いや生
き方から学び、自分の
生き方を考えよう】 
水俣から SDGs をも
う一度考える 
 
★活動充実期 
自分事として考える 

 
■課題設定 
肥後っ子教室の事前学習から自分が探究
したい水俣の課題を設定する 
■情報収集 
肥後っ子教室で課題に対する情報収集 
現地の語り部/資ྋ館資ྋ/画像など 
■整ཀྵ分析 
SDGs13/14/15に絞って、集めた情報を整
ཀྵする、熊本や世界の取り組みと比較 
★ピラミッド/クラゲ/ベン図を使う 
■まとめ表現 
◆振り返り 

 
 
特別活動 
現地学習でのインタ
ビューや資ྋで必要
な情報を獲得 
 
道徳科 
「C郷土愛 
「C国際ཀྵ解」 
「D生命の尊さ」 

 
 
思考ྙ・判断ྙ 
つながり 
 
 
 
学びに向かうྙ 
つながり 

単元２ 

学びを行動に～田迎
西＋SDGs～ 
【学びを行動に！】 
行動することを決め
て実行 
 
★未པ思考期 
委員会活動へ意欲を 

 
■課題設定 
２学期の行動から自分の課題を決定 
■情報収集 
身近な活動を調べて、計画をཱིてる 
■整ཀྵ分析 
実行後、その成果や体験を整ཀྵする 
■まとめ表現 
互いの報告から学び合う 
◆振り返り 

 
社会 
自然災害とともに生
きる・森ྜྷとともに
生きる 
・つながりの中で維
持されている社会生
活の仕組みを知る 

 
知識・技能 
つながり 
 

 

年間計画 

5 指導計画 

学期概要：                                   

【肥後っ子教室、語り部の話から自分の生き方を考え、人権・環境のために行動する】 

 主な学習活動 関連や資料など ポイント 

８月 計画作成 ゲストや活動の検討 効果的、無理しない 

 

９／2 

 

 

２学期学習オリエンテーション 

SDGs 学習や集団宿泊を思い起こす 

■課題設定：アンケートから知る事実 

 杉本栄子さん動画から気になること 

 

 

 

杉本栄子さん動画で 

水俣病を知り課題をもつ 

 

 

★実態把握アンケート 

水俣病を知っているか 

病気はうつるか、否か 

９／16 

 

23 日～ 

10 月中旬 

 

10／14 

 

10／28 

■課題設定②水俣病のことで気になる

ことや疑問を出し、調べるテーマを決定 

■情報収集：自分が決めたテーマに関す

る情報収集（3週間）必要に応じて教師

の授業・市役所の出前講座を実施 

■整理分析：集めた情報の整理、さらに

知りたい追究、杉本肇さんに質問準備 

■まとめ表現：発表で他者交流【自分】 

語り部：緒方正美さん 

環境：水質検査体験 

 

 

 

語り部：杉本肇さん 

疑問をぶつける質問時間 

 

★感想文 

杉本さん動画の感想をバ

スの中で伝え合う 

 

 

★思考ツール：【評価】 

わかった／わからない／

さらに知りたい の三点 

11／４ 

 

11／11 

 

11／18 

 

11／25 

 

■まとめと整理分析②：人権と環境に分

類して、テーマに応じた行動化を考える 

行動化①環境編⇒国語で実施 

 

■一週間チャレンジその①環境編 

行動化計画を作成、行動し評価【任せる】 

■ゲスト：杉本肇さん 

インタビューしてみよう 

 

 

●国語：「提案します！」 

【知識・技能】関連 

●11月こころかがやけ月間

との関連【知】【思】関連 

 

 

 

 

 

 

SDGs14/15 テーマ 

 

 

 

12／２ 

 

 

 

12／９ 

 

12／16 

 

12／23 

12／24 

■一週間チャレンジその②人権編 

行動化計画を作成、行動し評価【任せる】 

 

 

 

 

■まとめ表現：水俣病とわたし、行動化

①②を振り返り交流する 

■2学期を振り返る 

終業式 

 

 

〇学習発表会練習平行 

 （12/６本番） 

●12 月人権集会との関連 

【思】【資質】関連 

SDGs4/5/10 テーマ 

 

 

 

 

 

【評価②主体的学び】 

 

自律的活動力（自分で考え判断し、行動し振り返ることを繰り返し、よりよい生き方を学ぶ） 

水俣病とわたし① 自分事（水俣病を知る） 

水俣病とわたし② 自分事（学びを生かして行動する） 

修正：⼦どもの関⼼が⾼い「⽔銀」について国連環境計画本多さん 

単元計画 

図表 2−14年間計画を修正し具体化した単元計画（5 年） 



分事として考えるため、整理分析の場⾯で、体験活動を計画した（図表 2−14）。 
X 教諭は、１学期の⼦供の姿から指導を振り返っていたが、具体的な提案はなかった。昨

年度担当した 5 年⽣の姿と⽐較し、提案された内容を考えていた。教科等との関連に関す
る話題では、⾃⾝の指導している段階をふり返り、２学期の教科等の指導計画を⾒通す姿が
⾒られた。 

また、X 教諭は学習活動で、思考ツールを使って情報を整理して考える指導を１学期から
継続して⾏った。1 学期は、⾃分が関⼼をもった SDGsのテーマを整理する活動で、情報活
⽤のスキルの経験の場を設定していた。個⼈で情報収集・整理したものを、グループで発表
し、意⾒交換を⾏った。図書室の資料や SDGs に関連するパンフレットなどを活⽤して情
報を修した。インターネットからの情報ではなく、読み物資料を活⽤した情報収集にするこ
とで、⾔葉の意味や内容を考える経験をさせたいという学年の意図があったからだ。 

２学期の探究的な学習は、⽔俣の現地学習「⽔俣に学ぶ肥後っ⼦教室」（⽔俣市を訪問し
⽔俣病の正しい理解と環境問題への関⼼を⾼めることねらいとして⾏われる熊本県の取組）
の学習の後に、⽔俣病の⼦供をもつ親の思いをテーマにした教材を学級で読むことから始
まった。現地学習での経験と教材との出合いから、個⼈の課題設定が進められた。 
情報収集では、学年主任が持参した資料や図書室の資料を活⽤し、⽔俣に関する情報を収
集した。個⼈の情報収集・整理し、テーマ別にグループを作成し、情報交換を⾏った。まと
めの段階で、納得したこととわからないことを明確にしたことで、新たな気づきを得た⼦供
も⾒られた。しかし、情報収集で新たに⽣まれた課題に対する関⼼は継続せず、⽔俣病が起
きた事実の情報整理に終わり、⾃分事として課題を捉えている様⼦ではなかった（図表 2−
15）。 

⼦供同⼠の情報交換では、課題に対する関⼼の⾼まりが⾒られたものの、資料等では⼗分
な情報を⼿に⼊れることができなかったため、情報交換ではそれ以上の深まりが⽣まれな

図表 2−15 ⼦供が作成した資料（課題設定・情報交換） 



かった。そこで、⽔銀や⽔俣条約に関する内容は、ゲストを迎えて学びの場が設定された。
⼦供が設定した課題の解決に向けて、熊本県の出前講座を活⽤し、国連環境計画国際環境技
術センターの本多俊⼀さんから⽔銀について⽔俣条約の話から世界の⽔銀の問題について
幅広く話を聞く場が設けられた。その後、⾃分の課題との関連性を⾒出した⼦供は、ゲスト
の話から、新たな課題意識を持ったが、個⼈差が⾒られた。 
参照：＜⼦供の学習活動の振り返り＞ 
【課題設定から情報収集】2024年 9⽉ 27⽇ 

「⽔俣病患者さんの要求は、お⾦のほかにもいろいろあるはずで、そして、患者さんを完璧に治せる技

術は⽇本にはまだなくて、患者さんは治らないし、亡くなった⼈は帰ってこないから、全部は叶えられ

ないのかなと思って、今も違う⽬で⾒られたりするのかなと思ったら、いつ『⽔俣病』から解放される

のかも気になった、この問題は差別にもつながるから、これにした。」 

【整理分析と情報交換後】2024年 10⽉ 7⽇ 

「海はすでに蘇っているけど、⼈の⽔俣病を治すことができる治療法はないことがわかったけど、時間

がたったら患者さんたちはいなくなるし、そしたら⽔俣病が終わるのかが次は調べたい。桑原史成さん

という⽔俣病の写真を撮っている⼈がいることもわかった。近くの⼈と、どうして⽔俣病がうつると⾔

われていたのに⽔俣を近くで撮ることができたのかを考えた。」 

【ゲストの講話後】2024年 11⽉ 8⽇ 

「⽔俣病は終わらないということがわかった。⽔俣病は⽔銀が流れたから始まったけど、始まったのは

今だけでこれからのことは考えない、経済優先の⼈間だからで、もっと今のことを考えればいいのにと

思ったけど、⾃分たちは恵まれているからこんな考えになれて、向こうの⼈たちは今が⼤切で未来のこ

とを考える余裕がないと気づかされた。⾃分も募⾦などできることを⾒つけたい。」 

このように、⼦供が⾃⾝で設定した課題を追求し、探究的な学びを深めることができた。
これは、⼦供の姿から判断し、適切な情報収集の⼿段を提供したことや専⾨家の話を聞いて
学ぶ場を設定した効果によると考えられる。⼀⽅で、探究的な学びの姿が⼀部の⼦供にとど
まった原因は、２点あると考える。１点⽬は、⽇程変更により⼗分な事前学習が⾏われない
まま、現地に向かった結果、その体験学習が学習課題につながらなかった。２点⽬は、思考
ツールを活⽤して情報を整理・分析する場が⼗分に取られなかったことである。思考ツール
を使う経験は、教科学習や 1 学期の総合的な学習の時間に積んでいたが、それを思考する
⼿段として使えていなかった。整理・分析の情報交換の場でも、資料から分析するのではな
く、⾃分が持っている情報を出し合うことで時間が流れていた。収集した情報から新たな気
づきや課題を得るなどの思考を深める整理・分析の経験は⼗分ではなかったと考えられる。
X 教諭も⼦供が設定した課題の解決に向けて、思考ツールをもとに考える指導や⼦供が収
集した情報を整理し分析するなどの指導は⾒られなかったことによると考える。 
 
＜教科・教科等＞ 
■学級経営 



１学期の学級経営を振り返って「初めは、結構厳しくあれこれ⾔ってました」と本⼈は語
っている。学級ルールの指導を徹底し、学級の規律を意識していた。学年で決めた共通のル
ールや X 教諭⾃⾝が定めた、朝の会、給⾷、掃除、学習のルールなどがあった。学習⾯で
は、「関わり合う経験が少ないのか、⾔葉のやり取りが少ない」と学年共通の課題に気づき、
関わり合いが⽣まれる⼯夫をしていた。友達の意⾒を聞く、反応する、批判的な⾔葉を使わ
ないなどのルールをもとに授業を展開した。テンポよく進めることやできたことを確認し
て活動を進めることで、学習活動に取り組む時間の差があってもそれを受容して待つこと
ができる集団の環境が作られていった。誰もが参加しやすい環境が整うことで、安⼼して⾃
律的に⾏動する⼦供が育成されていた。 

これらの実践は、計画作成の際に教師⾃⾝が感じたことや⼦供の実態評価から感じたこ
とをもとに、実践が⾏われたと考えられる。学級経営を考える年度当初の X 教諭は、「去年
の⼦供たちは…」と昨年度の実態に応じた対応をとっていた。最初は厳しい態度を取るとい
う指導は、これまでの経験からのものである。しかし、年度当初に学年で実態を共有し、学
年のテーマと育成したい資質・能⼒を確認したことによって、「何をしていけばいいのかは
っきりした」と、⾃分の学級をどのように経営していくのか、これまでの経験からだけでは
なく新たに X 教諭⾃⾝が⽅針を定めて取り組みを継続していることがうかがえる。 

 
■学級活動・係活動 

１学期の⼦供の実態評価から２学期の実践に変化が⽣まれた。「私の顔⾊をうかがう」「⾃
分たちで動き出さない」という課題を解決するため、係活動を⼦供主体で⾏うように指導し
ていた。⼦供の係活動のイメージを広げるため、教師⾃らアイディアをだし、その⾔葉に⼦
供たちも促され、活発になった。ハロウィンパーティをしたいという係からの提案に学級全
体で取り組むことになった。計画を⽴て準備して実施するまでを⼦供のペースに任せ、適
宜、アドバイスをしていた。活動の振り返りでは、楽しい経験で終わっただけの⼦供、企画
の難しさや達成感を味わった⼦供、もっと⾃分にできることがあったのではないかと反省
する⼦供などの姿が⾒られた。X 教諭も⾃分⾃⾝が楽しめたと語った。 

「⼦供たちは教師の顔⾊を⾒て、動いている。⾃律性が育ってないですよね」という１学
期の⼦供の実態を振り返りから、「⾃信をもって⾏動する」⼦供の育成に向けて、これらの
学級活動が⾏われた。⼦供は、これまでの経験と⽐較し「４年⽣までは、先⽣に企画や学級
会などは全てしてもらい、準備は⾃分たちでしていたスタイルだったので、初めての経験
で、結構疲れました。でも、苦労しながら、準備をした後には、楽しい最⾼なものがあった
ので、ほんとに頑張ってよかったなと思いました」と充実感と達成感を実感していた。X 教
諭が、⼦供⾃⾝が経験する体験の場を設定しようと学年で定めた⽅向性に向けて実践した
成果と判断できる。計画の【⾒通しと修正】のサイクルを学年でとることによって、X 教諭
も⾃分の指導を振り返り、実践をその実態に応じたものに修正することができたものと考
える。 



■社会 
社会では、課題を設定して学習を進めていた。学ぶ楽しさを感じられるような課題設定を
⼯夫し、導⼊では楽しい活動を⾏い、タブレットを活⽤したワークシートや思考ツールを使
って、情報を整理する活動を⾏った。⼀⻫指導の中に、個別の情報整理の時間を確保するこ
とで、個別で学びを深める時間をつくった。教科書や資料集などの資料から必要な情報を取
り出して、思考ツールを使って情報を整理する経験の積み上げは計画的に進められた。しか
し、2 学期になっても情報収集の活動でとどま
り、整理した情報からより深く思考し分析する
活動は⾏われなかった。 
 
＜X 教諭の実践のまとめ＞ 

総合的な学習の時間において、探究的な学び
のスキルを積み上げながら２学期の個別の探究
課題に向かうという学習の積み重ねが⾒られ
た。その経験が２学期の活動を⽀えるものにな
っていたが、情報を整理・分析し課題に深く迫
るような学習活動までには⾄らなかった。 

教科・教科等の実践では、学級経営により安⼼して学び合う関係づくりや対話を通して他
者と学ぶ環境が作られていた。また、学級活動において、⼦どもの⾃律的な活動を促す活動
を⾏っていた。 

X 教諭は、学級担任として⾃分の学級の⼦どもの実態を的確に捉え、資質・能⼒の育成に
向けて学級経営・学級活動を中⼼に実践していた。学級担任として、⽬の前の⼦供の実態を
適切に捉え、⾃らの実践を⾏っていたことがわかる（図表 2−16）。 

 
 
 
 
 
 
 

 

資質

能⼒

教科

総合

学級

経営
学級

活動

⾏事

図表 2−16 X 教諭の資質・能⼒

を軸にした実践イメージ 



⑶Y 教諭：総合的
な学習の時間、
教科等の実践と
⼦供の姿 
＜総合的な学習
の時間＞ 

１学期の⼦供
の実態評価から
⼦供の関りが増
す単元計画を検
討した。 
“平和”を戦争

という歴史的事
実から捉える視
点だけで は な
く、⼦供の⾝の
周りの⽣活から
捉える視点を持
つことで、平和
を実現する当事
者意識を⾼める
学習活動を構想
した。 

課 題 設 定 で
は、「⾃分にとっ
ての平和」を⾔
語化しそれを⽀
える環境に気づ
けるようにし、
平和学習での学
びとの関連を⾒
出し、⾃分を⾒
つめる場を設け
た。情報収集の
場を修学旅⾏で
の現地学習とす

３と２学स಼༲・୵究サイクル 
୵究課ୌ：take action ༹々なたちのਕとのड़会いから߁く学び、ฑのࣰݳためにߨಊする 
೧間の概གྷ ૱の୵究活ಊ گ科・域の関࿊ ࢻ఼（எ//ࣁ） 

୵究基ે 

ࣙをみつめる 
【〇〇のために、ߨಊ
しているਕについて
எろう】 
そして、ࣙ を৾りศ
る 
 
★୵究学ससಚ期 
୵究サイクルになれ
る、৾ りศりをदۂに
ਫ਼かす 

 
■課ୌઅఈ 
学೧共௪ゲスト（PTA会ௗ？） 
ウェビングで関ৼを߁げる 
■ๅफॄ 
ࣙの気になるਕをべてみよう 
インタビュ/ネット/ਦॽ/ు/メール 
■ๅのཀྵੵ 
ॄめたๅを߁げてཀྵしてགྷ఼ݡつけ 
KJ๑/コンセプトマップ/クラゲチャート 
■まとめ・ިླྀ 
タブレットの機を࢘いなれる 
ドラマࡠ・ムービーorプレゼン 
◆৾りศり 

2つఖౕにݭમして 
 
 
 ޢࠅ
ๅをਜ਼確にಣむ 
ࣙのߡえをもつ 
・ජंののめ๏ 
・インターネット 
 因と݃果ݬ・

〇〇つながり 
 
 
இྙ・න・ྙߡࢧ
 ྙݳ
つながり 

ୱ１ݫ 

 ಊߨえߡでࢻい߁
【ฑのためにߨಊ
しよう】 
わたしにとってのฑ
とは？そのために
 ？ಊすることはߨ
 
★活ಊैࣰ期 
༓ୣの学びから学ぶ 
 ಉڢพとݺ

 
■課ୌઅఈ 
ฑ学स（૱）・ྼ࢛学स（ऀ）から 
 ݡྋのർ較、ੵをして課ୌࣁ
「ࣙにとってのฑとは」 
■ๅफॄ 
र学ྃߨでࣙの課ୌにॄしていく 
 ྋ/画ࣁྋ館ࣁ/り෨ޢஏのݳ
■ཀྵੵ 
ॄめたものを共௪化、一ൢ化してߨಊへ 
ピラミッドチャート/ベンਦ 
■まとめනݳ 
ࣙの課ୌ解݀のためのߨಊ化・ࣰݳ 
◆৾りศり 

 
 
ऀ会 
学स・界との࢛ྼ
つながりをஎること
で߁いࢻでߡえる 
 
ಝพ活ಊ 
ஏ学सでのインタݳ
ビューやࠬ活ಊで
චགྷなๅを獲ಚ 

 
 
 இྙ・ྙߡࢧ
つながり 
 
 
 
எࣟ・技 
つながり 

ୱ２ݫ 

າཔへかって 
【ࣙのߨಊઑݶ！】 
ドリームマップと 
そのプロセス 
 ಊの۫ର化のためߨ
 
★າཔߡࢧ期 
けのステージへ࣏
て学सを৾りศる 

 
■課ୌઅఈ 
２学期のߨಊからࣙの課ୌݡ 
■ๅफॄ 
課ୌࠂෲのࡠક、これでड़会ったਕから 
■ཀྵੵ 
ドリームマップでඵいたものを 
プロセスシートで۫ରదなものにする 
■まとめනݳ 
ࣙのߨಊઑݶ！න会の開࠷ 
◆৾りศり 

 
ಕಛ科 
「ಉくこと」の意義
についてߡえること
でࣙのາཔをඵ
く 

 
学びにかうྙ 
つながり 

年間計画 

5 指導計画 

学期概要：                                   

【平和学習・歴史学習から自分の身の周りの平和に気づき、その実現のために行動する】 

 主な学習活動 関連や資料など ポイント 

８月 計画作成 ゲストや活動の検討 効果的、無理しない 

９月 

 

２日～ 

 

9 日～ 

 

16 日～ 

夏休み課題平和学習の発表 

２学期学習オリエンテーション 

■課題設定①：平和学習・歴史学習から

資料にふれ、情報共有する 

■課題設定②：「自分にとっての平和と

は」イメージを広げて各自決定する 

 

■情報収集①：修学旅行と自分の課題の

接点を決める 

 

 

（旅：役割分担） 

 

（旅：グループ顔合わせ） 

 

 

 

 

★「自分にとっての平和」

を中心にウェビングマッ

プでイメージを広げる 

★ベン図で共通点探し 

10 月 

7 日～ 

 

22～23 日 

 

28 日～ 

 

■情報収集②：調べる視点を確認する、

記入シートに問いをつくっておく 

■情報収集③：修学旅行で情報を集める 

 

■整理分析：情報を書き込み、自分の行

動計画を作成・発表（中間報告）をする 

他者アドバイスをもらい計画修正 

【他者との関り】 

（旅：係活動本格化） 

（旅：事前学習） 

（旅：平和集会リハ） 

（旅：修学旅行） 

●10 月修学旅行【知】関連 

語り部・資料館・画像 

 

 

★フィッシュボーンなど 

 

 

 

★行動計画書？ 

他者コメントを入れる 

＜評価？＞ 

11 月 

11 日～ 

 

 

■まとめ表現①：自分の行動計画を実

行、実行報告プレゼン？を作成 

【他者・社会との関わり】 

●11 月社会【思判】関連 

10 戦争と人々のくらし 

11 平和で豊かなくらし 

◇“社会”熊本市出前講座で

市役所へゲスト依頼も可… 

●11月こころかがやけ月間 

で行動化？【資質】関連 

 

★プレゼン？ 

＜評価？＞ 

12 月 

2 日～ 

 

 

16 日～ 

 

■まとめ表現②：学級で発表プレゼン、

他者評価をもらう 

【他者・社会との関わり】 

■振り返り：平和学習と「自分にとって

の平和」を振り返る 

 

学習発表会：同時並行 

 

アクション力・計画実行力（他者・相手に関心を向けて考え判断）（よりよい自分や社会を目指そうとする） 

広い視野で考え行動【平和のために行動しよう】 

単元計画 

図表 2−17年間計画を修正し具体化した単元計画（6 年） 



ることで、課題意識をもって学びを深めることができるようにした（図表 2−17）。 
Y 教諭は、これまでの経験をもとに、年間の学習活動を⾒通して教科等横断的な計画作成

になるよう、他教諭と検討する姿が⾒られた。中堅・ベテランで構成された学年のため、こ
れまでの実践経験が計画に反映された。また、⼦供の姿に関する情報共有においても、持ち
上がり学年という強みを⽣かして、⼦供の実態を語った。 

また、Y 教諭は、各教科で⾃分の考えをもち、互いの考えを聞いて考えることを⼤切にし
ていた。１学期の総合的な学習の時間は、「誰かのために⾏動している⼈」をテーマに、PTA
会⻑をゲストに迎え、各⾃が設定した⼈物を調べた。⾃分が興味関⼼を持っている⼈物に注
⽬して、「何ために」「誰のために」⾏動をしているのか情報を集め、情報を共有した。視点
を定めて⽬的に応じた情報を集め、整理していく情報活⽤スキルを⾼めることもねらいと
した。「何のため」「誰のため」という視点を明確にもった⼦供は少なかった。 

２学期の学習は、戦争についていろいろな情報を集めてまとめる、夏休みの課題から準備
を進めた。課題設定では、夏休みの課題を発表し、「⾃分にとっての平和」について考えた。
「当たり前に過ごせていること」「ふつうに友達と遊ぶこと」など、⼦供が⾃分の⾝の周り
の出来事に価値を⾒出していく過程に時間をかけた。⼦供に「どうしてそれが平和なの？」
とくり返し問いながら、⼦供⾃⾝が⾃分を⾒つめ考えるよう促した。次第に⼦供⾃⾝が⾃分
の考えを探し始めるようになり、「3 つ選んだんですけど、しっくりこなくって、どう思い
ますか」「⾃分なりにできているとは思うけど、もっと、なんとかならないかなって」と教
師に意⾒を求めるようになった。 
情報収集では、修学旅⾏の学習のめあてを総合的な学習の時間と関連付けて⼦供たちに

考えさせた。修学旅⾏先での学びの視点を総合的な学習の時間で明確にすることが、現地で
の⼦供たちの主体的な学習活動につながると考え実施された。修学旅⾏後の情報を整理す
る際は、集めた資料から⾃分なりの答えを⾒出そうとする⼦供たちの姿が⾒られた。Y 教諭
は、探究活動の各段階を踏まえ、⼦供に学習の⾒通しを⽰しながら指導していた。授業実施
の前にも、学年で、どのような学習活動を展開するか、情報共有していた。これは、１学期
の実践の際にも⾒られた。ことで、探究学習の過程を繰り返し⾏い、そのスキルを⾼めてい
こうとする【探究サイクルの軽重】を意識した実践と⾔える（図表２−18）。 
計画段階から課題を⾃分ごととして捉え、考えを深めるよう実践が進められた。Y 教諭は、

授業の際には学習の流れを⽰し、⼦供たちと共有していた。個別の課題探究の時間も、⼀⼈
⼀⼈に問いかけながら、より深く考えられるよう促したが、その深まりには個⼈差があっ
た。「抽象的な内容になると、わかる⼈とわからない⼈が出てくるんだよね…」と Y 教諭も
指導に悩む姿が⾒られた。 
 
 
 
 



 
＜教科・教科等＞ 
■学年経営・学級経営 

年度当初の学年集会で「最⾼学年として、プレイヤーになる」という意識をもつよう、話
した。周囲の様⼦を意識しすぎて、進んで⾏動することが難しい⼦供の実態から設定した
「計画実⾏⼒」を学年全体で意識づけた。廊下に掲⽰板を設置し、学年全体に伝えたいメッ
セージを書き込み、⼦供たちの⽬に触れるよう⼯夫していた。 

学級では、学級リーダーという役割をつくり、リーダーを中⼼とする学級集団をつくろう
としていた。昨年度担任をしていた⼦供を中⼼に、学級集団を作っていった。直接指⽰する

【まとめと情報交流後の振り返り】2024年 11⽉ 15⽇ 

「平和や戦争について思うことが⼆つあります。⼀つ⽬は、戦争をして平和になったり、安⼼したり

することができないのに、なんで戦争をするのだろうと謎に思いました。⼆つ⽬は、⼈間という同じ

仲間なのに仲間同⼠で殺し合いをすることを謎に思いました。」 

図表 2−18 ⼦供が作成した資料（課題設定・まとめ・振り返り） 



ことは控え、⼦供の⾏動を観察し、考えさせる時間を設けていた。⼦供が動き出すのを待つ
ような場⾯が多く、じっくり⼦供に向き合う姿が⾒られた。Y 教諭⾃⾝は「⾃分が⾔ってし
まうと、⼦供たちがみんなそれに従うので、なるべく⾔わない」と話しており、⾔葉かけの
内容やタイミングを吟味しているようであった。また、学校の取り組み、「⼼の絆を深める
⽉間」においても、学年テーマや総合的な学習時間で設定した資質・能⼒を意識したメッセ
ージをお便りとして、⼦供・家庭へ情報発信するなどした。 
⼦供は、⾃分たちで⾏動するが、周囲の様⼦を⾒ながら、⾏動を合わせるようだった。教

師の働きかけに応え進んで⾏動しようとする⼦供もいたが、⾏動できない⼦どももいた。 
 
■特別活動・修学旅⾏ 

計画作成の際には、学年⾏事や学校⾏事などの活動と関連づけることを意識した。様々な
活動の⽬的を明確にすることで、主体的な⾏動を促すことができると考えたからである。 

そこで、国語でも、修学旅⾏との関連づけ「⽴場を決めて話し合う」ことの体験を繰り返
した。修学旅⾏の事前学習の情報整理やグループ編成、現地での平和集会の企画など⼦ども
たちの主体的活動が⾏えるよう話し合いの場を設定した。修学旅⾏の⽬的が明確になるこ
とによって、様々な活動で責任ある⾏動が必要であるという意識の⾼まりにもつながった。 
修学旅⾏は、事前の準備から当⽇の活動まで、⼦供たちの⼿によって進められた。「集団

を乱すような⼦供がいない」「⾃分が、⼈権のことは年度はじめから指導してきたから⽬の
前でそんなことをする⼦供はいない」と活動を振り返る。学級について、「よくないことを
注意するような⾏動もない。だけど、逆に、みんなが注意できない分、注意するようなこと
が起きないように考えて、⾏動している⼦供がいる」とこれまでにない集団だと話した。 
⼀⽅で、Y 教諭は、「個⼈に差がある。⾏動する⼈に頼っている」とも話した。進んで⾏

動する数⼈の⼦供に⽀えられて、集団が維持されていることがわかる。そこで、誰かに頼る
のではなく、⼀⼈ひとりが⾏動する⼒をつけていくために、実践を考えていた。「“平和の種
“を育てよう広げよう」という実践で、これまでの平和の学習で学んだことを⼀⼈ひとりが
⾏動し、教室の壁⾯に⾏動した内容をカードに掲⽰していく１ヶ⽉の取り組みである。これ
は、⼦供の実態に応じて、これまで取り組んできた「⼼かがやけ⽉間」の Y 教諭の実践が
修正されたものである。これまでの実践に固執することなく、新たなアイディアで実践する
姿が⾒られた。【⾒通しと修正】 
修学旅⾏で感じた個⼈差を個別の取り組みで、伸ばそうとする実践と捉えられる。 

 
■国語 

２学期の総合的な学習の時間は、国語と関連づけて情報を整理し、表現する活動に取り組
んだ。国語「プレゼンテーションをしよう」では、資料やデータを効果的に活⽤して聞き⼿
に訴えるプレゼンテーションを⾏うための技能の習得をねらっている。国語の内容として、
プレゼンテーションで発信するだけではなく、具体的に⾏動するために、学級活動での話し



合い活動の時間で内容を充実させていた。そこには、平和のために⾏動しようとする⼦供の
体験やパートナーシップで物事を進めていく体験など、総合的な学習の時間でねらう計画
実⾏⼒・アクション⼒に通じる態度の育成が含まれていた。 

このように、Y 教諭は、資質・能⼒の育成のために活動を関連づけ探究的な学習を展開し
ようとする企画⼒が⾼い。しかし、Y 教諭が描く学びのストーリーに対して、⼦供の活動は
様々な広がりが⾒られることもなく低調であった。これは、教師が綿密に計画を⽴て、⼦供
のゴールの姿を描いたため、繰り返しの説明や⼦供の提案を修正するなどの指導によって、
⼦供が⾃信を失う結果になったのではないかと考える。 
Y 教諭は、「プレゼンテーションをしよう」の学習活動が低調に終わったことを受け、その
後の⾏動に向けての話し合い活動は、⼦供のペースに任せていた。「給⾷を残さない」「あり
がとうをいう」「勇気を出して発表する」などの提案の投票を⾏い、学級で取り組む活動が
決まった。Y 教諭は、⼦供が提案した“発表ドラゴン”という YouTube の内容をヒントした
提案に困惑しながらも「俺にはよくわからんけど、⼦供たちが⾃分たちで決めたから、みん
なで話し合って進めてる」と⼦どもの⾏動に任せていた。 
 
＜Y 教諭の実践のまとめ＞ 

総合的な学習の時間においては、個別の探究課題
に向き合う時間を確保し⼦ども同⼠の学び合いに
より、充実した実践が⾏われた。教科や⾏事との関
連性を効果的に持たせたことで、学習の広がりが⾒
られた（図表 2−19）。 

教科等の関連性については、国語の「話し合い活
動」や修学旅⾏、学級活動の取り組みが⾒られた。
学習の内容のつながりと⾏動する⼒を⾼めるよう
な実践が、⼦供の実態に応じて、柔軟に組み合わさ
れていた。集団としての学級の⼦どもの姿に注⽬した実践により、個別の成⻑に差が⾒られ
た。 
 Y 教諭は、これまでの経験を⽣かして、教科・教科等の関連性を意識して実践を⾏った。
また、⼦供の反応や学習の様⼦から、指導する内容をアレンジし、教師主導で⾏うか⼦供に
任せる⽅の判断を⾏い、実践した。学年主任としての⽴場から学年全体に働きかけ、学年⾏
事を進めた。学年を構成する教師との連携する姿や互いの経験から学びあう姿も⾒られた。 
 
 
第３章 考察 
第１節 考察の⽅法 
本研究は、総合的な学習の時間の計画を作成し、総合的な学習の時間の実践を軸として

資質

能⼒

教科

総合

学級

経営

学級

活動

⾏事

図表 2−19 Y 教諭の資質・能⼒

を軸にした実践イメージ 



その他の教育活動実践に⾒られる変容を明らかにすることを⽬的に⾏った。そのため、考
察においては、総合的な学習の時間の計画作成において、中⼼に据えた資質・能⼒を育成
するために⾏われた実践の変容と、計画作成によって教師にみられた変容の２点について
考察する。以下では、考察を行うために筆者が行った取り組みについて、それらの概要を
説明する。 
まず、資質・能⼒の育成に関して⾏われた実践に関しては、教師の実践とその受け⼿であ

る⼦供の２つの視点からその変容を⾒取る。これは、教師が実践するカリキュラムの評価を
⼦供の姿から⾏うためである。 
⼦供の変容については、第 2 章第１節⑶単元計画と評価指標において、市調査をもとにし

たアンケート、【⾃律性】に関するインタビューについて述べている。本研究が、⼦供の姿
の変容を捉えながら、計画を修正し新たな単元計画を作成する内容のため、⼦供の変容は対
象の教諭と共有しながら実践を⾏った。ここでは、教師の【⾃律性⽀援態度】の理論的背景
とその指標について先に触れ、⼦供・教師それぞれの考察について述べる。 
教師の実態については、【自律性】を育成する教師の働きかけとして、【自律性支援態

度】を提唱している先行研究から捉えた（Deci&Ryan.1985）。その際、授業観察を行い、

授業内での発話から判断できるものと学習環境や学習集団としての学びの姿を育てるため

の教師の働きかけも教師の姿として重要であると考えた。そこで、【自律性支援態度】の

理論的系譜をたどり、指標とし、該当する内容をカウントした。 
次に、計画作成によって教師にみられた変容をみとるために、本年度の取り組みを昨年

度のものと比較することで、その変容を捉えることを試みた。X教諭・Y教諭は、昨年度

同学年を担当した。そこで、昨年度、X教諭・Y教諭ともに同学年を経験した Z教諭と共
通のインタビューを行い、比較する。昨年度の様子から本年度の実践を振り返ることで、

計画作成による教師の変容から違いを明らかにしたいと考える。 
以上の二点から、総合的な学習の時間の計画を作成したことによって、総合的な学習の

時間をはじめ、教科・教科等、学級経営などの教育活動実践にどのような変容が起きたか

を分析する。 
 
第２節 資質・能⼒の育成について 
⑴⼦供の姿：アンケートとインタビュー 

アンケート項⽬は、市調査（令和５年度実施）の項⽬から以下の通り作成した。 
 

問 注⽬点 質問⽂ 

１ ５年弱 （国）友達が書いた⽂章や話したことを参考にして、⾃分にはない新しい考えや⾃分と違う考えを持とうとしている 

２ ６年 （国）⽂章を読むとき、別々の段落で書かれていることを考えとその事例、結論との理由といった関係を考えながら読むようにしている 

３ ６年弱 （国）質問をしたりアドバイスしあったりして思いや考えを伝え、先⽣や友達、地域の⼈と交流しようとしている 

４ ６年弱 （社）社会の出来事をいろいろな⽴場や視点から⾒るようにしている 

図表 3−１⼦供アンケート質問項⽬ 



X 教諭学級の⼦供は、質問１・２について変容が⾒られた（図表 3−２）。 

X 教諭の学級では、学級活動や係活動で⼦供の活動の主体的な活動の時間が多く⾒られた。
教科の学習の場⾯でも、互いの考えを聞きながら⾃分の考えを述べる交流の時間や学習の
振り返りを⽂章で書く時間が意図的に設定されていた。これらの活動によって、⼦供同⼠
が、学び合いながら、⾃らの学びを深めていたことがうかがえる。 
Y 教諭学級の⼦供は、質問４について変容が⾒られた（図表 3−３）。 

Y 教諭の学級では、総合的な学習の時間を軸として、国語・社会との教科横断的な学習が
⾏われていた。総合的な学習の時間に各⾃設定した課題「⾃分にとっての平和」から抱いた
問いの答えを⾒つけ、⾃らその平和を実現するために、国語「発信しよう、私たちの SDGs」
で⾏動化宣⾔を⾏ったり、社会「戦争と⼈々」で第⼆次世界⼤戦の歴史的側⾯について学び
を深めたりした。これらの学習は、担任の⽇常⽣活を話題にした問いかけから始まることも
あり、社会に⽬を向けるきっかけとなったと推測される。 

５ ６年 （社）事故や事件が少なく安全な社会とはどんな社会か、授業で考えようとしている 

６ ６年 （社）⾃分が住んでいる所の⾵景や⾃然の良いところをみつけ、すきになっている 

1 国語 友達が書いた⽂章や話したことを参考にして、⾃分にはない新しい考えや⾃分とは違う考えをもとうとしている
2 国語 ⽂章を読むとき、別々の段落で書かれていることを考えとその事例、結論とその理由といった関係を考えながら読むようにしている
3 国語 質問をしたりアドバイスしあったりして思いや考えを伝え、先⽣や友達、地域の⼈と交流しようとしている
4 社会 社会の出来事をいろいろな⽴場や視点から⾒るようにしている
5 社会 事故や事件が少なく安全な社会とはどんな社会か、授業で考えようとしている
6 社会 ⾃分が住んでいる所の⾵景や⾃然の良いところを⾒つけ、好きになっている

7⽉ ５年２組 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 合計 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 12⽉ ５年２組 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 合計 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない
1 9 12 5 1 27 1 33.3 44.4 18.5 3.7 1 15 8 3 1 27 1 55.6 29.6 11.1 3.7
2 7 12 7 1 27 2 25.9 44.4 25.9 3.7 2 9 12 5 1 27 2 33.3 44.4 18.5 3.7
3 12 9 5 1 27 3 44.4 33.3 18.5 3.7 3 11 9 4 3 27 3 40.7 33.3 14.8 11.1
4 9 10 7 1 27 4 33.3 37.0 25.9 3.7 4 10 10 5 2 27 4 37.0 37.0 18.5 7.4
5 11 9 6 1 27 5 40.7 33.3 22.2 3.7 5 11 11 4 1 27 5 40.7 40.7 14.8 3.7
6 25 2 0 0 27 6 92.6 7.4 0.0 0.0 6 22 3 2 0 27 6 81.5 11.1 7.4 0.0
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図表 3−２X 教諭学級⼦供アンケート結果７⽉・12⽉（%） 

1 国語 友達が書いた⽂章や話したことを参考にして、⾃分にはない新しい考えや⾃分とは違う考えをもとうとしている
2 国語 ⽂章を読むとき、別々の段落で書かれていることを考えとその事例、結論とその理由といった関係を考えながら読むようにしている
3 国語 質問をしたりアドバイスしあったりして思いや考えを伝え、先⽣や友達、地域の⼈と交流しようとしている
4 社会 社会の出来事をいろいろな⽴場や視点から⾒るようにしている
5 社会 事故や事件が少なく安全な社会とはどんな社会か、授業で考えようとしている
6 社会 ⾃分が住んでいる所の⾵景や⾃然の良いところを⾒つけ、好きになっている

7⽉ ６年１組 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 合計 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 12⽉ ６年１組 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない 合計 なっている だいたいなっているあまりなっていないなっていない
1 8 11 5 0 24 1 33.3 45.8 20.8 0.0 1 5 15 5 0 25 1 20.0 60.0 20.0 0.0
2 9 10 5 0 24 2 37.5 41.7 20.8 0.0 2 8 11 6 0 25 2 32.0 44.0 24.0 0.0
3 7 9 5 3 24 3 29.2 37.5 20.8 12.5 3 5 11 7 2 25 3 20.0 44.0 28.0 8.0
4 8 11 4 1 24 4 33.3 45.8 16.7 4.2 4 10 10 5 0 25 4 40.0 40.0 20.0 0.0
5 11 10 2 1 24 5 45.8 41.7 8.3 4.2 5 8 8 7 2 25 5 32.0 32.0 28.0 8.0
6 8 9 7 0 24 6 33.3 37.5 29.2 0.0 6 6 14 5 0 25 6 24.0 56.0 20.0 0.0
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図表 3−３Y 教諭学級⼦供アンケート結果７⽉・12⽉（%） 



次に、インタビューは学校教育⽬標から設定した三観点をもとに⾏った（図表 3−４）。 
 

これらの質問から得られた情報から、⽬指す資質・能⼒の【⾃律性】について先⾏研究を
もとに判断した。Deci&Ryan.1985 の⾃⼰決定理論では、「周囲からの働きかけによって、
内在化【⾃律性⽀援態度】」していくことで、【⾃律性】が発達するとしている。結果は以下
の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ ⾃分から⾏動することは多いですか？ どんな場⾯ですか 

２ ⾃分から⾏動するときに、⾃分に必要な⼒が分かりますか 

そのためにどのような努⼒をしていますか 

３ ⾃分から⾏動するときに、どんなことを参考にしますか どんな情報を？多様な視点から？ 

４ ⾃分から⾏動するときに、どんなことに気をつけて⾏動しますか 

他者、相⼿、社会などいろいろな⽴場の⼈のことを考えて？ 

５ ⾃分から⾏動するのは、なんのためですか？ いいことがありますか？ 

図表 3−４⽬指したい⼦供の姿（5 年・6 年）共通のインタビュー項⽬ 



X 教諭の学級の⼦供は、「同⼀化調整」への発達が⾒られた。⾏動の⽬的や具体的⽅法を
語る⾔葉から発達したと判断された。「⾃分から⾏動したいと思う。⾃分もみんなも、みん
なケンカがなくなる。⾃分もいい気持ちになる」と周囲のためにも⾃ら進んで⾏動すること
が「いい気持ち」と感じるようになり、⾏動の価値づけが明確になってきていることがうか
がえる。また、「わかりやすく伝えることを気をつけて⾏動しています。そうじゃなかった
ら何も伝わらないから」と具体的な⾏動を語るようになっている（図表 3−５）。 

外的調整 取り⼊れ調整 同⼀化調整 統合化調整
報酬（罰、強制） 期待、評価（義務感） 価値と⼀致（努⼒や我慢） 価値と⼀致（楽しめる）

外的調整 取り⼊れ調整 同⼀化調整 統合化調整
報酬（罰、強制） 期待、評価（義務感） 価値と⼀致（努⼒や我慢） 価値と⼀致（楽しめる）

今は、いい感じです。怒

られないようになりまし

た。役割があって、今は、

⾔われなくても動くこと

ができます。

ほめられるからやってる

感じはあるかな〜友達と

かに「⾃分もやってみよ

う」って、⾔われるとう

れしい

周りに気づく⼒があればいいなっ

て思って、先⽣が「これ配ってく

ださい」という時に⾏動してます。

みんなのためにやってます「あり

がとう」って、⾔ってもらえると

うれしい気持ちになる

委員会では⾃分から⾏動すること

が多いです。最初は、勇気がいる

と思ったけど⾃分から⼈に話すよ

うになりました。周りのみんなが

ノリが良いから⾃然に話せるよう

になりました。

「ありがとう」って⾔われなくて

も、みんなにとってメリットがあ

るから、⾃分からやろうと思う

I

U

A

⾃分がいうようにしたら、周

りの⼈がまねするだろうから、

周りに広げることができる。

いいクラスにしていきたい。

⾃分が先にやるから、周りに

気づくようになりました。い

いクラスにしたいと思って、

⾃分から⾏動したい。⾃分も

いい気持ちになる

家で部屋の掃除をするように

⾔われたら、スッとやるよう

になった。前は、先延ばしに

してたけど。

配り物は、⾃分も配るけど

「みんな配るよ」って、⾔っ

たらすぐに動いてくれる。そ

ういうのが助け合いだと思う。

みんなのためにやっている。

もっと⾃信があればできるよう

になるかなと思う。コミュニ

ケーション取るのが苦⼿なので、

なるべくみんなと話すようにし

ています。コミュニケーション

を取るのがうまい⼈と話したり、

その⼈の⾏動を真似したり。

わかりやすく伝えるように気を

つけて⾏動してます。そうじゃ

なないと伝わらないから。

I

U

A
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図表 3−５X 教諭学級⼦供インタビュー分析結果７⽉・12⽉ 

7 月 

12 月 



Y 教諭の学級の⼦供は、「内発的調整」への発達が⾒られた。周囲の友達の変容が⾒られ
たことや、⾃分が⾃信をもってできるようになったことを語る姿から判断された。「⾃分の
ためにもなるし、周りの（発表が）苦⼿だなって思っている⼈のためにもなる。⾃分は⾃信
がついてきた。周りの⼈の反応があると達成感がある」という充実感を語っている（図表 3
−６）。 

外的調整 取り⼊れ調整 同⼀化調整 統合化調整
報酬（罰、強制） 期待、評価（義務感） 価値と⼀致（努⼒や我慢） 価値と⼀致（楽しめる）

外的調整 取り⼊れ調整 同⼀化調整 統合化調整
報酬（罰、強制） 期待、評価（義務感） 価値と⼀致（努⼒や我慢） 価値と⼀致（楽しめる）

「これ間違いかな？」と
思うときは発表できない。
⾃分が発表する前に、先
に発表した⼈の話を聞い
てからします。⾏動する
ときは、相⼿が納得する
かな？って考えて⾏動し
ます。相⼿が納得しない
かなって思うときは⾏動
しません。

前は⼈任せなところがあって⾏動
してなかった。でも６年になって
take actionを頭の中で意識して
「今⽇もやるぞっ」って気持ちで
やってます。友達が僕の⾏動のモ
デルです

発表するけど、みんなが⼿をあげ
ていないときはできない。周りの
意⾒を尊重して「それもいいと思
うけど、これもあるんじゃな
い？」って⾃分のことも話します。
⾃分の意⾒に反応してくれるから、
それが⾃分のためになってる。⾃
分の考えが深くなる気がする

I

ME

発表が⾃然にできるようにな
りました。でも、不安なとき
はしないかな、そこは挑戦し
ようとは思いません。
相⼿に⾃分の考えを伝えるた
めにやっています。それがで
きるようになると⽂章⼒もつ
くんじゃないかなっと思って

機嫌がいいときは⾏動で
きけど機嫌が悪いときは
めんどくさい。⾃分でも
機嫌がいいときは３６０
度周りが⾒えている感じ。
「⽣きることは呼吸する
ことではなく、⾏動する
ことだ」の名⾔に影響さ
れ得て挑戦しています。
⾃分のためにもなるから

総合の授業とは別に⾃分が好
きな椎名林檎さんを調べたら
「進んでやったほうがいい
よ」って⾔っていたので、参
考にしてやってます。
⾃信がついてきた。周りの反
応があると達成感がある。話
すのが苦⼿な⼈も話せるよう
になってほしいと思ってやっ
てきたけど、その⼈も話すよ
うになって良かった。

I

M

E

７⽉インタビュー分析 ６年

１２⽉インタビュー分析 ６年
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図表 3−６Y 教諭学級⼦供インタビュー分析結果７⽉・12⽉ 

12 月 

7 月 



⑵教師の姿：授業観察と実践の特徴 
⼦供の【⾃律性】を⾼めるための教師の姿は、【⾃律性⽀援】の視点から判断した。【⾃律

性⽀援】とは、⾃⼰決定理論Deci&Ryanをもとにした理論である。「⾃⼰決定を促進する要
因として、社会的⽂脈を強調した理論である。⾃⼰決定を促進する社会的⽂脈の⼀つが、⾃
律性⽀援である。⾃律性⽀援とは、『選択が与えられ、外的な圧⼒が⼩さい⽂脈』である。」
（安藤史⾼ .2001）そ の⾃律性 を 内在化 す る 働きかけを⾃律性⽀援態 度 と し 、
（Skinner&Belmont.1993）「１構造」「２狭義の⾃律性⽀援」「３関与」の３点を指摘してい
る。「1 構造」は、⽬標や期待を伝え、評価やフィードバックに⼀貫性を持たせることや⼿
段的援助の情報を提供するなど⾏為に応じた対応である。「２狭義の⾃律性⽀援」は、外的
報酬を伴わない状況で⾏動決定の⾃由を認めることである。「３関与」は、⼦供の交流の欲
求を満たすことや⼦供の⽣活と⾏動に関⼼を持ち、肯定的な感情で積極的に関わることで
ある。 
岡⽥・⽯井（2020）は、「⾃律性
⽀援から⾒た⼩学校教師の指導
スタイルの検討」において、⿅⽑
（1997）が、実際の授業場⾯での
⾃律性⽀援の特徴を検証したも
のに対して、⼩学校教師の指導ス
タイルを⾃律性⽀援の下位側⾯
から検討した。⾃律性⽀援の６つ
の下位側⾯（Reeve.2016）と⾃律
性 ⽀ 援 の 傾 向 性
（Deci&Ryan.1987）と縦割り班
による学級の話し合いで⾒出し
たカテゴリー（岡⽥・⽥⼝.2018）
をもとに、理科・算数の授業の内
容を分類した。この分類のカテゴリーを（Skinner&Belmont.1933）の２狭義の⾃律性⽀援
の内容として捉え、分析の視点として⽤いた（図表 3−7）。本研究では、計画作成が教師に
与える影響を⾒とるため、計画作成に関する内容もあわせて記録を⾏った。 
なお、本研究では、基盤となる理
論をもとに項⽬を整理し、授業で
の発話や各活動の取り組みを⾒取
り、分類した。観察した授業時数は
右の表の通りである。授業づくり
の意図や背景を知るため、学年会・
放課後等の教師の語りも含めて分

調査期間 参観授業 X 教諭時数 Y 教諭時数 

4・5・6 ⽉ 総・特・国を中⼼に 11 13 

7 ⽉ 総・特・国・社・道各 1 時間 7 6 

9・10・11 ⽉ 総・特・国を中⼼に 24 20 

12 ⽉ 総・特・国・社・道各 1 時間 ６ 6 

計 48 45 

図表 3−７岡⽥・⽯井（2020）をもとに作成した分類 

図表 3−８実施授業観察の時期・時数 



析を⾏った。先にあげた各論者の授業等での【⾃律性⽀援態度】の指標について、総合的に
まとめたものが図表 3−９である。この表を基に X 教諭の授業等での結果をカウントする
と次の通りである。 

X 教諭は、授業づくりにおいて「１構造」「３関与」の変容が⾒られ、授業において「２狭
義の⾃律性⽀援」の変容が⾒られた。全体の発話等のカウント数は減少している。これは、
X 教諭が意図的に発話を減らしてきたことによる。X 教諭は⾃分が⽬標とする授業が展開で
きるように計画的に⼦供の⼒を育成していた。「私が話しても⾯⽩くないんで、⼦供が⼦供
の考えを聞きながら、その考えに対して、⾃分も考えていくということをやりたくて。1 学
期から友達の意⾒に対して、⾃分の考えを⾔うという訓練を少しずつやってきたので、2 学
期に⼊ってからは、私が何かいうまで、どんどん⼦供たちだけで進めるようにしています」
と語った。それは、「⼦供同⼠が話して学んでほしいと思ってるんですよね。だた、私が⾔
うことを黙ってきくような感じの授業じゃなくって、受け⾝で聞いてるだけじゃない授業
にしたいと思ってたんです。だから、なるべく⼦供がたくさん話すように」という意図のも
と⾏われていた。 

また、⼦供主体で授業を進めていきたいという思いは、グループワークへの取り組みにも
⾒られた。グループ活動に取り組む意図を明確にし、意図的なグルーピングや活動の進め
⽅を確認し、繰り返し⾏うことで、⼦供⾃⾝が⾃分たちで活動できるように段階的に指導
を⾏なっていた（３関与）。 

図表 3−９X 教諭の授業観察における【⾃律性⽀援態度】の発現調査結果７・12⽉ 
Deci&Ryan.
1987

Skinner&Belmont.
1993

Reeve
.2016

岡⽥・⽥⼝
2018

7⽉
(4/5/6⽉)

12⽉
(9/10/11⽉)

7⽉ 12⽉

A児童⽣徒の視点に⽴つ 【視点の代弁】 2（２） 1（６） 実態から意図的グルーピング

B内発的動機づけの
 資源に働きかける

【興味の喚起】
【挑戦の喚起】
【聞き合いの促し】

10（3） 6（９） 誘導的な問いかけ
許可を求める⼦供

問いで考える導⼊
⼦供にゆだねる
明確な交流の視点
問い⼀つで広がる
資料で広がる

C要求する際に
 理由づけをする

【意味の説明】 0（１） 1

D否定的な感情を認める 【がんばりや否定的な
 気持の受容】

1（１） 0（４）

E統制的ではない⾔語表現 4 0（１） 具体的指⽰と評価 ⼦供ペースを保証
学活を任せる

F⾟抱強く待つ 2 0 実態の分析

１構造
3（6） 1（６） 具体的指導 グループワーク

⼦供が動いていることを評価

３関与
2（6） ４(８) 教師も楽しい

実態から判断
実態に応じたグループワーク
明確な交流の視点

計画関連
学年会や放課後、
インタビューなど

0（6） 0 教材研究が楽しい

カウント合計 24（25） 13（34）

学
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を
促
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う
と
す
る

２狭義の⾃律性⽀援

計画の修正、内容の確認、教材研究など

C理由づけに似ている
⽬的や期待を話すなど具体的な⽀援

関係づくり、⼦供の世界に寄り添う、
⼦供の⼼に寄り添う、物理的資源・時間



参照：＜12⽉の X 教諭発話記録＞ 

授業は、⼦供と教師が⼀つ⼀つ、⼀対⼀のやりとりをしながら展開する流れから、教師の
⼀つの発問によって⼦供が様々な視点から発⾔するようになった（２狭義の⾃律性⽀援/B
内発的動機づけの資源に働きかける）。また、学習活動においても、具体的な指⽰を端的に
⽰し、活動を進めていた。学習の進め⽅を習得している⼦供は、⾃ら判断して⾏動するよう
になり、X 教諭は、その⾏動に対してタイミングよく価値づけを⾏っていた。 
同様に、図表 3−９を基に Y 教諭の授業等でのカウントを⽰したのが図表 3−10 である。 

■グループワーク（グループワークに取り組む理由）「⼀⼈ひとりの考えがはっきりしてきて、友達の考えが知れて

よかったとか、勉強になったとか、⽇記に書く⼦供たちがいるんです。話すのが苦⼿な⼈もいろいろ書いてくるから、

グループの⽅がいいかなって。じっくり考えている⼦供も、近くで⼦供の考えを聞きながら考える⽅が学べるかなっ

て思ってやってみました。」 

■実態に応じたグループワーク「S さんは、賢いから深いところを考えている。終わってからもずっと⾃分のところ

に来て、話してきたんです。『総合が今⼀番⾯⽩い。わからないこともあるけど、⾃分がもやもやしているところを

友達と意⾒交換することでわかっていくから』という話をしてきたんです。ただ、賢い⼈ばかりではないので、どん

なメンバーでグループを決めたらいいか、悩むんです」 

■明確な交流の視点（授業）「教科書○ページを読んでいきましょう。今⽇は、この 4 つのステップで進めていきま

す。ホワイトボードを使っていきます。じゃあ、グループで始めてください。」グループの話し合いは⼦供⾃⾝で進

め、教師はグループ発表の内容を板書していく。               

図表 3−10Y 教諭の授業観察における【⾃律性⽀援態度】の発現調査結果７・12⽉ 
Deci&Ryan.
1987

Skinner&Belmont.
1993

Reeve
.2016

岡⽥・⽥⼝
2018

7⽉
(4/5/6⽉)

12⽉
(9/10/11⽉)

7⽉ 12⽉

A児童⽣徒の視点に⽴つ 【視点の代弁】 2 0 つぶやきを拾う

B内発的動機づけの
 資源に働きかける

【興味の喚起】
【挑戦の喚起】
【聞き合いの促し】

1（２） 6（２） ⼦供に任せる
メッセージ発信
（説諭）

願いを伝える
問いかけて始める
励まし・促し
具体的指⽰

C要求する際に
 理由づけをする

【意味の説明】 0（１） 0（１）

D否定的な感情を認める 【がんばりや否定的な
 気持の受容】

1 2（６） 実態を探る質問
実態の分析
問いかけと励まし

E統制的ではない⾔語表現 2（１） 0 メッセージ発信
（相⼿への確認）

F⾟抱強く待つ 2（２） 0 実態への対応
最終は答えを出す
評価とプラスα

１構造 1（１） 1（３）

３関与

２(１） ０(３） 具体的⽅法を⽰す
⼿続き的説明
チェックシートの使
⽤、励ます

計画関連
学年会や放課後、
インタビューなど

0（４） 0（2） くり返し指導 具体的⽅法を⽰す

カウント合計 11（12） ９（17）
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計画の修正、内容の確認、教材研究など

C理由づけに似ている
⽬的や期待を話すなど具体的な⽀援

関係づくり、⼦供の世界に寄り添う、
⼦供の⼼に寄り添う、物理的資源・時間



Y 教諭は、授業において「２狭義の⾃律性⽀援」において変容が⾒られた。全体としての
カウント数は、⼤きな変容はなかった。しかし、授業内での発話に変化が⾒られた。これま
で、具体的な指⽰はなく、⼦供に活動を委ね、活動後に語りかけることが多かったが、次第
に、具体的⽅法を⽰したり、⼦供の思いを尋ねたりするなどの発話が⾒られるようになった
（２狭義の⾃律性⽀援/B内発的動機づけの資源に働きかける）。これは、⼦供の実態を把握
し、具体的な⽅法を⾒出した結果と考えられる。Y 教諭は、２学期の単元計画を⽴てる際に、
学級の実態を捉えた後から、より⼀層、実態に応じた対応を取るようになった。「やる前に
きちんと確認して、『あなたとこの人は違うんだから、やることが違うでしょ。』って、めあ

てが違うということを確認していかないといけない。どんな授業でも、自分で、私の課題は

これって、あんまり自分では気づかない。気づく子供もいるけど、まあ、やってるうちにや

っぱり人がしてるのをみて、なんとなく人のものに流されて、みんな、似てくる。なんかオ

リジナルにならない。周りに左右されちゃうところがある。」と語った。また、発表や個⼈
で活動することをためらう⼦供に対して、⾏動することへのためらいを受け⽌めつつ、⾏動
を促す励ましの⾔葉を発していた（２狭義の⾃律性⽀援/D否定的感情を認める）。 
Y 教諭は、学習活動において、⼦供⼀⼈ひとりの考えを⽂章で表現し、学習をまとめる活

動を続けることで、⼦供の考えが深まっていることを把握している。この実態把握が、⼦供
への励ましにつながっているようである。 
参照：＜12⽉の Y 教諭発話記録＞ 

 
第３節 計画作成について 
⑴令和５年度との⽐較 
本研究の対象者 X 教諭・Y 教諭は、Z教諭と 3⼈で昨年度第 5学年を担任している。そこ

で、昨年度の総合的な学習の時間における実践の様⼦をインタビューし、本研究での取り組
みと⽐較することで、本研究での計画作成の効果を明らかにする（図表 3−11、3−12） 
 

インタビュー① 

昨年度 去年の総合的な学習の時間はどんな感じでしたか 

■実態を探る質問「考えを持つとか、理由を明確にするのが、苦⼿は⼈が多い気がするなぁ、簡単に⼈の意⾒に流さ

れる。考えるのは苦⼿ですか？」 

■実態の分析「運動が好きで、体育の時は活発になる⼦供が結構いる。でも教室では話をせずに静かにしている。「そ

れがあなたの当たり前ですか？」って聞くと、「そうです」っていう…発⾔をしたりする賢い⼦供は何⼈かいる、で

も⼝調が強かったりするから、周りの⼦供たちは、あんまり仲良くないんだよ。だから、なんか、リーダーのような

存在の⼦供がいなくって、まとまらない。」 

■問いかけと励まし「⾃分が精⼀杯やっていることを⾒られるのは、恥ずかしいですか？ある⼈は、（振り返りに）

「うまくはないけど、⼤きな声で歌うと決めた！」と書いていました。その思いです。」 

図表 3−11 計画作成に関するインタビュー①質問項⽬ 



本年度 今年の総合的な学習の時間はどんな感じでしたか 

昨年度は、初任２年⽬の X 教諭と赴任１年⽬の Z 教諭と Y 教諭で構成された学年であっ
たため、主任の Y 教諭を中⼼に総合的な学習の時間が進められた。Y 教諭が、学年会で提
案し、各学級で実施した。Y 教諭⾃⾝は、これまでの実践の経験をもとに、毎週の学年会に
おいて、⽉単位や週単位の総合的な学習の時間の学習に関する情報を共有していたと思わ
れる。しかし、X 教諭・Z教諭は、総合的な学習の時間の全体像や年間の⾒通しを持つこと
は難しかったようである。その時の様⼦を X 教諭と Z教諭は次のように語っている。 

 本研究での取り組みを⾏って、次のように本年度の総合的な学習の時間を語っている。 

X 教諭は⾒通し持って授業にのぞむことで⾃信をつけ、 Y 教諭は内容の充実や教科等の学
習との関連性についての新たな気づきを得ていた。⼀⽅、今回研究の対象としていない Z教
諭は、本年度、⾃⾝が学年主任となり年間計画を作成し、学年会で情報を共有しながら実践
を⾏った。しかし、⼦供達の話し合い活動や情報活⽤の経験の差があったことから、スムー
ズに学習活動が進まなかったようである。 

■X教諭「学年でこういう流れでいこうっていうのを考えてはいたけど、実際に、クラスでやるってなったら、使っ

ていたワークシートも違うし、話している内容も、違っていたので、自己流でやってた、私も、まだ勉強不足なので、

総合の授業をどうしていいかもわからないし、子供も分からないし、なんか、すごく迷走してた。」 

■Z教諭「去年はひたすら聞きまくってました。わたしが、⼀年⽬だったから、「今、どうしてますか？」「どこまで

進んでますか？」とか」 

■X教諭「やるべきことがはっきりしていたので、昨年よりも、すごく『これをしてね』とか『これをするんだよ』

っていうことが、（子供に）自信もって言えたっていうのはありました。あと、先が見通せたので、それが一番大き

かったかな。流れを作るうえでもすごく大きかったなと思って、授業してました。」 

■Y教諭「やっぱり命についてかなり勉強したと思う。命は、直接じゃなくても平和につながる。周りの人を大事に

することで、自分の命が輝けば、平和につながる。平和って、遠いところの話題が自分ごとになったと思う。自分で

考えるようになった。問いを作って、課題に向き合ってきたから。総合も学活も、教科の学習もつながってきた。」 

令和５年度：同学年のインタビュー①
現学年 X教諭：5年 Y教諭：6年 Z教諭：4年
昨年度総合 学年会で、あとは個⼈

つながりを意識することはない
⾃分が提案（主任） 学年会で、全体計画のみ

年間イメージをもとに進捗確認

その様⼦ ⼿探り、迷⾛
つながりを意識することはない

これまでの実践を元に提案した 赴任⼀年⽬、聞きまくって確認
年間イメージを元に進捗確認

本年度総合 計画あり、協働ws 計画あり、協働ws 計画あり、学年会

その様⼦ ⾒通しがもて、⾃信もってできた
⼀つ⼀つがつながっている
⼦供から学んだ
気づき：教科横断
気づき：⼟台作り

担任の考えが聞けた、参考になった
ゴールは同じ、⽅法は違う
やりながらわかっていった
再確認：教科横断

⾒通しはあったが、遅れる
思うように進まない

令和５年度：同学年のインタビュー②
現学年 X教諭：5年 Y教諭：6年 Z教諭：4年
ポイント１
資質・能⼒

個⼈差はあるけどある程度できた
学活・学級経営・授業で実践

⾃分で考えるようになった
個⼈の考えは違うと意識付た
個⼈課題がクラスをつなぐことに

学年集会でどんな⼒が付いたか
⼦供と確認した

ポイント２
⾒通し修正

振り返りをする／次への挑戦
認める場を作る／⽇記、通信

予定より時間がかかっている

ポイント３
探究サイクル

時間が空いても問いが続いていた
内容を深められた、こんなに話すと
は！
情報活⽤スキルは指導できなかった

深く考えていた、社会との関連
表現は苦⼿だが、作品は充実
課題設定の重要性に気づいた

⾃分のなりのやり⽅、これでいいの
か？
実態把握ができておらず
活動に時間がかかる
場当たり的に進める

協働性 ⼦供の実態把握ができた、学級経営で
何をするか

皆経験があるから互いから学ぶ
不安はない、⾃信あり

学年の情報共有、助け合い

次への展望 計画づくり、チャンクダウンで
ゴールを設定して進める
【⽅法を語る、⽬的を⽰す】

SDGsのベースは同じ
思いやりを⼤切にする
【内容を語る、実態はない】

地域貢献
提案を元に、話しながら進める
【理想を語る、実現⽅法はない】

図表 3−12 計画作成に関するインタビュー①質問結果概要 



⑵構成ポイントの効果 
本年度の総合的な学習の時間の実践については、軸として筆者がレバレッジしながら、学

年で協働的に進めてきた。本研究で設定した構成ポイント等で昨年度の実践と⽐較する（図
表 3−13、3−14）。 
 
インタビュー② 

ポイント１ 資質・能⼒を⾼める実践はどうでしたか 

ポイント２ ⼦供のアンケートやインタビューをもとに計画を⽴て時に感じたことはありますか 

ポイント３ 総合の探究のサイクルはどうでしたか 

協働性 学年の先⽣たちで集まって計画を作りましたがどうでしたか 

次への展望 今後の総合する際に、⽣かしたいことはどんなことですか 

 ＜ポイント１ ：中⼼となる資質・能⼒＞ 
X 教諭・Y 教諭ともに、資質・能⼒の育成に対する⼿応えを感じている。X 教諭は、その

発達に個⼈差があることを踏まえつつも、⾃律性が⾝についた⼦供について語った。同時

「『やってみていいですか』って言われたときに、すごく大げさにいう『あーそれ面白いんじゃない。いいんじゃな

い』って、言うのを繰り返してたら、最初は脅えていた子供たちが、だんだんいろんなことをするようになってい

って、さっきも朝びっくりしたのは、『SDGs のイベントをします！』とか、言いだして、『なんだそれは？私は聞い

てないぞ？』と思って、前は『あれやっていいですか、これやっていいですか』って言ってた人たちが、勝手に発表

して、何だと思ったら、『学習したこと、総合で SDGs を調べて、で、国語でも一週間チャレンジでやってみて、で、

それで気づいたから、じゃあ何か集めてそういうイベントをやってみよう』っていうふうに動き出して、だから、

これは子供たちが自分たちでやってみようって思った結果だなって思ったんです」 

図表 3−13 計画作成に関するインタビュー②質問項⽬ 

令和５年度：同学年のインタビュー①
現学年 X教諭：5年 Y教諭：6年 Z教諭：4年
昨年度総合 学年会で、あとは個⼈

つながりを意識することはない
⾃分が提案（主任） 学年会で、全体計画のみ

年間イメージをもとに進捗確認

その様⼦ ⼿探り、迷⾛
つながりを意識することはない

これまでの実践を元に提案した 赴任⼀年⽬、聞きまくって確認
年間イメージを元に進捗確認

本年度総合 計画あり、協働ws 計画あり、協働ws 計画あり、学年会

その様⼦ ⾒通しがもて、⾃信もってできた
⼀つ⼀つがつながっている
⼦供から学んだ
気づき：教科横断
気づき：⼟台作り

担任の考えが聞けた、参考になった
ゴールは同じ、⽅法は違う
やりながらわかっていった
再確認：教科横断

⾒通しはあったが、遅れる
思うように進まない

令和５年度：同学年のインタビュー②
現学年 X教諭：5年 Y教諭：6年 Z教諭：4年
ポイント１
資質・能⼒

個⼈差はあるけどある程度できた
学活・学級経営・授業で実践

⾃分で考えるようになった
個⼈の考えは違うと意識付た
個⼈課題がクラスをつなぐことに

学年集会でどんな⼒が付いたか
⼦供と確認した

ポイント２
⾒通し修正

振り返りをする／次への挑戦
認める場を作る／⽇記、通信

予定より時間がかかっている

ポイント３
探究サイクル

時間が空いても問いが続いていた
内容を深められた、こんなに話すと
は！
情報活⽤スキルは指導できなかった

深く考えていた、社会との関連
表現は苦⼿だが、作品は充実
課題設定の重要性に気づいた

⾃分のなりのやり⽅、これでいいの
か？
実態把握ができておらず
活動に時間がかかる
場当たり的に進める

協働性 ⼦供の実態把握ができた、学級経営で
何をするか

皆経験があるから互いから学ぶ
不安はない、⾃信あり

学年の情報共有、助け合い

次への展望 計画づくり、チャンクダウンで
ゴールを設定して進める
【⽅法を語る、⽬的を⽰す】

SDGsのベースは同じ
思いやりを⼤切にする
【内容を語る、実態はない】

地域貢献
提案を元に、話しながら進める
【理想を語る、実現⽅法はない】

図表 3−14計画作成に関するインタビュー②質問結果概要 



に、学級活動や授業での取り組みの成果についてエピソードを交えて、次のように語った。 
さらに、学習の振り返りを⾏い、⼦供がそれを共有する場⾯を設定したことがその効果を
引き出したことに気づいていた。 

Y 教諭は、学級活動での取り組みにおいて、総合的な学習の時間や各教科を関連づけて⾏
動する学級活動（「平和のたね」を育てよう広げよう）に仕組んだ。その活動の中で、⾒え
てきた⼦供の変化を次のように語った。 

Z 教諭は、資質・能⼒に関しては、学年で共有し、学年集会でも⼦供たちと確認している
という話にとどまり、具体的な⼦供の姿について語ることはなかった。 
本研究では、総合的な学習の時間で⽬指す⼦供の姿を学校教育⽬標から設定する時間を設

定した。その上で、中⼼となる資質・能⼒を定めて、学習活動の検討を⾏った。これらの経
験は、単に総合的な学習の時間で育成する資質・能⼒という認識を超えて、学級活動や道徳、
教科においても意識されていた。X 教諭・Y 教諭ともに、資質・能⼒について語る⾔葉の中
に、教科・教科等の話題があがる結果となった。 
＜ポイント２：見通しと修正＞ 

X教諭は、２学期の単元計画作成について、学習活動に応じて、指導の時期を検討した経

験から、「教科書通りのタイミングじゃなくても、ベストなタイミングで整えて、学習を進

められる」と学んでいた。単元計画の作成の際に、１学期の学習の流れや行事の日程変更か

ら学習の流れを検討した際、教科横断的な学習計画の作成について学んでいた。教職経験 3

年目の X 教諭にとって、一人で教科指導の時期を柔軟に変えることは難しいことかもしれ

ない。しかし、学年で検討し、実態に応じた学習計画を作成することで、それが実現可能に

なることを経験した。 

Y教諭は、２学期の単元計画を作成するときに、子供の実態を評価し、改めて、子供にど

のような手立てが必要か考えた。実態を理解してからは、「『言わないでもわかっているでし

「振り返りを絶対書かせるようにしてたら、その振り返りをイベントが終わって、イベントとか行事とか何かが終

わったときに、みんなで共有して話させたら『次、こういうことやってみたい』とか、反省点から『もっとこういう

ことができるはず』とか、で、この間の振り返りででたことは『もう先生は、何もしなくていいです』って言われ

て、『ハロウィンの時は、先生に協力してもらって、それがちょっと自分たちの中で反省点だった』って言ってたん

ですよ。本当は、自分たちで言いだして、計画をしたけど、結局、私にアドバイスされたりとか、手伝ってもらった

んだけど、本当はそうじゃなくて全部自分たちで、一から最後までやりたいってっていうふうに言ってたから、振

り返りって、すごく大事だなって思いました」 

「みんなしっかり考えるようになってきたと思う。他人ごとじゃない。自分で考えるようになった。表現は苦手だ

けど、やってみようと気持ちやもっと頑張らないといけないみたいになってきた。（「平和の種」を広げる）カード

を見ても、『自分はこういう気持ちでやりました。また、続けたいです』とか、ただこんなことをしましただけじゃ

終わらないで、その次までちゃんと書こうって言ってきたから、『次、もう一回やってみたい』って書いてる。 



ょ』くらいでやっていたら内容が浅い」と、これまで様子を振り返り、意識的に学習の前に

声をかけるようにしたと語った。学級の子供の姿を同学年の教師が評価する場を設けるこ

とは、実践を見直していくことにつながっていった。 

Z教諭は、子供の実態を捉える場や学期ごとの子供の学習を評価する場を設けているわけ

ではない。学年会で、子供の姿の気づきを話題にしている程度である。したがって、年間計

画の見通しやその修正などについて語る内容も教師の視点からの語りであった。Z教諭自身

の完成イメージを語っていた。しかし、その具体的な方法については語られなかった。 

本研究では、年度当初に年間の計画をたて、１学期の子供の実態から２学期の単元計画の

作成、２学期の子供の実態から３学期の単元計画の作成を行った。実態把握では、学級全体

のアンケートと抽出児童 3 名のインタビューをもとに、資質・能力の成長の様子を把握し

た。これらの実態把握は、経験を積んだ教師にとっても目の前の子供を捉え自身の実践を振

り返る機会（Y教諭）や学習活動の新たな方向性を見出す（X教諭）きっかけになっていた。

子供の実態を客観的に把握する場を設けることが、教師の理想とする学習成果のイメージ

をより具体的なものにしていく一つの手がかりになるものと考える。 

＜ポイント３：探究サイクルの軽重＞ 
X 教諭は、探究的な学習の姿について総合的な学習の時間の情報活⽤について、収集した
情報の整理の仕⽅や情報の扱い⽅について指導できなかったと語った。昨年度との⽐較か
ら今年の探究的な学習への取り組みを⾃分⾃⾝の指導の⼿応えを⼦供の姿から語った。 

このような⼦供の姿は、X 教諭が意図的に問いを投げかけて⼦供が考える時間を作ってき
たことによる。「たくさん『これって何だろう』という疑問を今年は出した」と実践を振り
返り、それに対する答えを⾒つけるために、⼦供たちが考え続けて学習を進めたと語る。⼦
供が学びあう環境になったことにより、課題を解決しながら学習する探究的な学習展開が
進められたことが推測される。このように、X 教諭⾃⾝が問い続けることで、⼦供の問いが
つながり、学習が展開している。これは、１学期の学習活動と２学期の学習活動の連続性を
教諭⾃⾝が意識しているからこそできたことである。 
Y 教諭は、探究サイクルを進めることは、これまでの経験からできると感じていた。本年

度の⼦供の様⼦を尋ねると表現することの難しさを指摘した。これまで経験した⼦供とは
違う対応の難しさを感じつつも、個別の課題設定に向き合う時間を確保し、修学旅行で必要

な情報を集める学習活動をしたことで、充実した学びにつながったと語った。子供が繰り返

「（昨年度は）結局、一年間で話のつながりが、あんまり自分の中で見えなくて、満足はいかなかったので、それに

比べると、今年は一個一個がつながっているような感じがしていて、やりがいがあるなと思います。うん、つなが

っている感じは、何をこうやったから、自分の中でこういう流れだなって、つながったと思います。子どもの発言

が、まず、前の授業とか最初の授業とかでやったことを使って発言をしてるから、ちゃんと、前の時間に学んだこ

とが頭の中に残っていて、あの時考えたこととかが残っていて、今の考えにいたっているんだなあっていうのを子

どもの発言からすごく感じるから、その時に「あーつながってたんだね、よかったな」って」 



し自分の課題を設定する問いを考える姿から、探究的な学習の進め方について、学んだと語

った。課題設定の重要性とその個別の課題を解決していく中で、学級集団としての学びの場

が深まっていくという探究的な学びの視点に気がついていた。 

Z 教諭は、探究のサイクルの展開ついて、自分自身がやりたいと思い描く学習活動を語り

つつも、実際の子供の学習活動とのズレを感じていた。 

このような結果を招いている原因を、「やらせてみたら、話し合いに結構時間がかかってし

まって」「調べたことをまとめる活動も一人一人チェックするのに時間がかかって」など、

総合的な学習の時間の学習を始め改めて、子供の実態に気づいた様子である。探究的な学習

は、課題設定から一連の学習の流れを繰り返すことで、子供の経験を積み上げることができ

る。その学習経験を意図的に進めていくことで、子供の学習活動がスムーズに展開すること

を再認識したものと捉える。 

本研究では、１学期に小さな探究サイクルを経験して、探究学習の経験を積むことで、２

学期の本格的な学習でその経験を生かした学習を展開するようにレバレッジした。X教諭・

Y教諭が手応えを感じた２学期の学習は、このような探究学習の経験の積み重ねによるもの

と考えられる。 

＜協働性＞ 

X教諭は、教職経験 3年目で、子供の実態を把握したり判断したりすることに難しさを感

じていた。その難しさを解決する一つとして、本研究で取り組んだ協働的に計画を作成する

という活動は効果的があった。年度当初の熊本市学力調査の結果や２学期の単元計画作成

の際に示した【自律性】の実態評価などから、自分が把握できていない子供の実態を捉え

「自分の学級経営の中でも、じゃあこれを大事にしなきゃいけないなっていうのが見えて

きた」と語った。その後、学級経営や学級活動において、具体的な実践にも現れた。 

「課題を設定して情報を集めて整理してまとめて伝えていくとかっていうそのサイクルのこと、これが進め方なの

かなと、…自分の問いがあって、平和と戦争で比べる、今まであんまりなかった。知りたいことは？って、聞いて

も、「原子爆弾の大きさが知りたい」とかだったけど、今回みたいに問いを作って、自分の問いだけで、それが深く

なる。それが一つのポイントだったと思う。」 

「平和のとき、戦争の時、両方あって、自分の問いがあって、あのやり方は初めて知った。あれをやったことで、

身近な自分の平和になった。つながってくるんだなと、内容はみんないろんなのがあって、みんなそれぞれ違って、

それはいろいろ続けてやっていくとクラスがつながってくるから、あれがいいんだと思う。」 

「高齢者から広げる時間はなかなか取れなかったんですけど、せっかくいろいろ教えていただいたんで、楠本さん

（福祉施設：ヴィーブル）に何かお返しができたらいいねって言ってて、三学期、お年寄りを理解する啓発新聞と

かね、お年寄りの方が「子供が居るだけで楽しんだよ」っていう話を教えてくださったので、歌を歌ったりしたの

をお届けしたりとか、そういうことができるかなっていうのは、だから、内容を二学期にまとめておいて、三学期

に行動化っていうことを話しています。二学期に発表までしておいて、三学期に恩返しというか、そっちに行こう

かと思ったんですけど、ずれ込んで、思いのほか時間がかかっているんです。」 



これらの X教諭取り組みは、総合的な学習の時間の計画作成という場の情報をもとに、自

身の学級経営や学級活動への広がりを見せているところが特徴的である。 

Y教諭は、協働的に進めたことに対して、本年度同学年の二人の学年担任は 10年前後の教

職経験をもっていることから「それぞれ言いたいことがあるでしょう、やっぱりそれぞれの

考えが大事かなと思う。それぞれが高学年をやってきてるから、自分がやってきたことをも

とにして、いろいろすればいいと思う」と互いを尊重していた。 

また、その実践についても「目指すところは一緒なんだけど、ちょっと入り方が違うとい

う感じで。でも、行き着くところは同じだから、まずやってみようって感じで。まずやって

みて、やりながら考える」それぞれが違う展開で学習を進めていくことになっても、「俺、

聞きますよ。なにしてる？とか。よく聞く。どこをしてるのとか、やっぱり参考になる。（自

分に）やれる自信はなんとなくある。経験があるからね。最後が見えてるから、だから参考

にしながらやる」と、互いの良さを生かしながら実践したと語った。協働的に計画作成を行

うことは、教職経験の差を超えて、互いに教師の学びの場としての価値があるようである。 

Z 教諭は、本研究に参加していないので、同じような協働的な計画作成ではなかったが、

学年で協力して進めていた。Z教諭が理想とする進め方は、一つのテーマに迫る内容を話し

合っていくという点では、本研究と重なると指摘する。 

しかし、“たたき台”という基盤となる計画を誰かが提案してから、それをもとに話を進

めていくという点では違いがある。本研究では、これまでの総合的な学習の時間の計画や教

師個人の経験をもとに内容が検討されることはあったが、計画そのものは新しく創り出す

という点で異なっていた。 

＜今後の展望＞ 

X 教諭は、今年の総合的な学習の時間を振り返って「楽しかった」と語った。それは「水

「子供たちには自信がないってことが課題として出たから、まずは、一人ひとりを認める場をつくる。一人ひとり

に自信を持ってもらうのをずっと繰り返した」「ただ褒めるんじゃなくて、その人がどんな考えを持ってその行動

に出たのかとかいうのを全員で考えさせてっていうのやってたら、周りのことを考えて、今、こういうことしたら

いいかもとか、考えるようになったのかな。最初は、日記を紹介するところから始めたんですけど、最近、学級通

信をだして、それも、おうちの方に伝わるようにっていう前提で、良さを書いてるんです。でも、子供にもみてほ

しい。だから、子供が読んでくれるような内容にしてみたんですけど、なんかそれを見た時に、結構子供たちが喜

んで見てくれて、「自分たちのこんなところが良かったんだって、先生のをみて分かりました」って、日記に書いて

いる子もいたので、いろんなところで、とにかく子供を認めるっていうことは、すごく一年間意識はしてるかな。」 

「たたき台は誰か作らないといけないと思うので、一つの大きなふんわりしたたたき台はあって、それに対して、

みんなで意見を言いながら進めて、一つのテーマに向かうまでは喧々諤々あって、一つのテーマが決まれば、いろ

んな意見をゆってもずれることはないので、だから、理想は、自由に子供の課題や地域の願いをまず知ることから

スタートして、そして、子供が、じゃあそのためにどんなことができるかなっていうのを考えて、大人の手を借り

ながら、地域に貢献できることをやっていくっていうのが理想ではあるんです」 



俣とか結構デリケートな話だし、話が複雑だし」と X教諭が抱いていたものを超えて、子供

が学びを深めていったことから感じたことだという。X教諭の学級では、水俣の学習が深ま

るにつれて、子供が自分の考えを話すようになり、学びに向かう姿が変化していった。この

ことが、X 教諭自身の学びにもつながっていた。「なんか子供の姿から、子供から学んだと

すごく思う。去年は、どっちかっていうとそれはあんまり感じなかった。」と振り返った。 

同時に、「やっぱり土台を作っておけばいいんだなと思います。話せるとか、ルールもそ

うだし土台がしっかりしてたら、こんなに何もいたずらとかそういうことも起こらない。子

供たちの関係かな、雰囲気とかそういうのかなと思う」と、学習の基盤となる集団の育成に

も目を向けていた。今後、どのように総合的な学習の時間を進めるかという問いに対して以

下のように語った。 

X 教諭は、総合的な学習の時間を学級経営や他教科等とのつながりの中で捉える視点を持

ち、その方向性を定めて進めていくために、計画の必要性を感じていることがはっきりわか

る。 

Y教諭は、今後の総合的な学習の展望について、学習内容について語った。これまでの自

身の経験から大切にしているものと総合的な学習の時間の学習との関連性を見出している。

同時に、他教科等と横断的に学習を進めていくことによって、子供にとっても教師にとって

もスムーズな学習活動が行えると実感している。 

 
第４節 まとめ 
本研究で、筆者はレバレッジとして総合的な学習の時間の計画を協働的に作成してきた。

そして、１，２の調査データ及びその分析を通して以下のことが明らかになった。 
まず、総合的な学習の時間の学習計画を作成することで、学級経営や教科等の指導にまで

意識が向くようになることである。計画作成においては、⼦供の実態から⽬指す姿が設定さ
れる。その過程を計画作成の中⼼に据えることで、教師が、⾃分の学級経営を想定して、実

「総合って、ほかの教科と違って、単元が急に切り替わるっていうことが無い。無いというか最初から全部、繋が

ってるなって思ってて、だから、やっぱ計画って大事だなと思うので、計画はちゃんとしたいなと思いました。ま

ず、ゴールは何なのかという設定と、じゃあ一学期の終わりに目指す子どもの姿はどんな姿かっていうふうに、だ

んだん小さいところ、言い方が分からないけどだんだん絞って、計画をしていって、じゃあ、今日は何をするのか

っていうところにたどり着いたら、去年みたいに迷走することはないのかなと、今、自分は何をしてどこを目指し

てるんだ？って、ことがなくなるのかなと思っています。」 

「やっぱり SDGs かな、俺ね、ずっと思いやり、それが一番だと思ってる。それをやっていくと、みんな優しくなる

し、なんか起きた時にも対応しやすい。何か起きても「じゃあ、どこでやめればよかったの」とか、「ここで止める

ために、なんて言ったら良かったの」とか、思いやりと優しさで、「もう言わんならよかった」って、どの子もいう。

そこがなんか根底にある。すべてのやることに対して、平和をやるにしても、SDGs にしても、大事かなって。ただ

し、総合だけでやるんじゃなくて、それで自分のクラスでやってるものをつなげていくとわかりやすい。」 



践を考えることができる。資質・能⼒に注⽬して、総合的な学習の時間を軸とした、教科等
横断的な実践が⽣まれやすくなったものと考えられる。 
次に、計画の作成は、その実践とその振り返りを⾏うことで、修正が図られる。教職経験

の違いに関わらず、⼦供の実態を客観的に把握する場があることで、計画された学習活動が
適切に修正され実践されていく。さらに、教職経験が豊富な教師にとっては、それぞれに実
態に応じた教科等横断的な教科等の指導を質の⾼い実践へつなぐ場となる。このような教
師の⼒を発揮する場があることは、教師にとっても学びの機会となっていることがわかる。 
さらに、探究サイクルの学習を⼦供に無理なく経験していくために、1 学期・2 学期・3 学
期の学期ごとの軽重をつけた計画を設定することで、学習活動がスムーズに展開したこと
がわかる。それは、X 教諭・Y 教諭から⼦供の探究的な学びが充実したことの語りが得られ
たからである。課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現・振り返りの⼀連の学習プロセ
スを踏むことで、学習が充実することを教師⾃⾝も体験を持って実感している。 
これらの点は前年度までは同じ学年であったにもかかわらず、総合的な学習の時間の計

画というレバレッジの影響を受けていない Z 教諭の本年度の行動と比較すれば、一層顕著

に映る。以上より、X教諭・Y教諭は、レバレッジによる変容が見られたと判断できる。 
 
 
終章 成果と課題 
第１節 成果 
本研究は、総合的な学習の時間の計画を作成し、総合的な学習の時間の実践を軸としてそ

の他の教育活動実践に⾒られる変容を明らかにした。 
総合的な学習の時間の計画の作成は、資質・能⼒を軸にした学習活動を検討することにな

り、学級経営や教科・教科等の指導に意識が向き、教科横断的な実践が⽣まれた。また、探
究的な学びの経験を積み重ねていくことで、その学びが豊かになった。このような⼦供の学
びの姿から X 教諭は⾃分⾃⾝が「⼦供から学んだ」実感を持ち、指導に⼿ごたえを感じて
いた。これは、さらに指導⼒を⾼めていこうとする意識にもつながると思われる。 
 また、⼦供の実態を把握しながら、実践を振り返り計画の修正や作成を⾏うことで、教師
の指導の質が変化した。Y 教諭は３学期の単元計画において、「これって、総合のことだけ？」
とつぶやいた。総合的な学習の時間の計画を作成する時間であるが、話題はその枠を超えて
いる。そのような感覚を味わっていたのではないだろうか。このように、資質・能⼒を話題
の中⼼に据えて、⼦供の姿を捉えて、学習計画を作成することによって、学級の指導全体の
ことに意識が向かうことにつながった。 
さらに、本研究で設定した計画の作成は、学年主任と相談しながら年間のスケジュールを
確認し、話し合いの場を設けた。これまでの年間の実践に無理なく取り組むことができた。
年度当初に話し合い、その後の内容を学年会で話し合っていく展開と異なる点は、⼦供の実
態を資質・能⼒の視点で確認をしながら、計画を学年全体で⾒直したことである。これによ



り、⽬指す⽅向が明確になり、教師の実践が共有され、柔軟な教師個⼈の取り組みが⽣まれ
たと考える。学年で共通の認識を持ち、各教師が実践する横のつながりが⽣まれた。総合的
な学習の時間をレバレッジにした実践により、資質・能⼒を軸とした教師の幅広い実践を教
科等も含めた教育活動実践に促すものとなったと判断する（図表４―１）。 

第２節 課題・展望 
本研究では、資質・能⼒の成⻑を学術的視点から判断する指標を⽰した。このような視点

で、⼦供の姿を捉える視点をもつことは、⼦供の姿を客観的に評価するために重要である。
⼦供の実態を捉える調査やアンケート等の結果を活⽤していきたい。学術的視点を実践の
場にと取り⼊れるため、⼤学等の専⾨機関や教育センターなどの授業改善を⽀援する機関
との連携を含めて、検討していくことも考えられる。 

また、計画作成の際には、ワークシートを⽤いて、筆者が、話し合いを進めた。話し合い
を活発にするワークシートの使⽤や⼀⼈⼀⼈の教師が考えを出しあい、新たなものを作り
ながら実践していくという協働的な取り組みを意識した。このような取り組みは、教師が経
験を積んでいくことでその質の⾼まりが期待できる。教師⾃⾝がそのような取り組みがで
きるようになることも必要であるが、ファシリテートを外部の専⾨家や他校の教諭等に依
頼して、他者の視点も取り⼊れながら実践していくことも考えられる。 
さらに、今回の研究では、総合的な学習の時間の教科横断の関連性の詳細や評価の視点の
共有については⼒点を置かず、探究のサイクルをどのように展開するか学習の流れをイメ
ージするにとどまった。今後、今回⼒点を置かなかった視点や体験活動や地域参画、情報活
⽤などの視点からも、学習活動の充実を考えていく必要がある。 

 

図表４−1 全体計画・年間計画・単元計画の作成時期・⽅法に関するイメージ 
計画作成の持ち⽅の⽐較図 
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これまでの⾃分の実践で抱いていた課題を出発点として、本研究を進めてきた。私の「好
き」な総合的な学習の時間だからこそである。その実践を⼦供の学びの成⻑に応じて、さら
に豊かなものにしていきたいと考えたとき、学年を超えて継続して取り組んでいく視点を
もった。教師⼀⼈の⼒で、実践できることもあるし、⼀⼈ひとりの教師が実践できるように
なることも必要である。しかし、教師の持っている⼒や魅⼒を引き出し、それぞれが⼒を発
揮することが、総合的な学習の時間をより充実したものにすることは明らかである。教師が
楽しく実践できることが、⼦供の楽しさにも伝わる。 
総合的な学習の時間は、様々な⼈とのつながりやものとのつながりから、⾃分を⾒つめ、

これからの未来を⾒据えて、⾏動していくことが求められるものと考える。だからこそ、教
師⾃⾝もそのような学びをともに体験できるような協働的な実践を検討してきた。本研究
で⼿に⼊れたものを新たな実践の場で⽣かし、より多くの⼦供と、そして、教師と学びを続
けていきたい。 
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熊本市学⼒調査は、毎年、３年⽣以上の⼦供の学⼒と学習状況を把握し、授業改善を図るた
めに⾏われる熊本市独⾃の取り組みである。⼩学校６年⽣と中学校３年⽣を対象に⾏われ
る全国学⼒調査に対して、毎年、継続して⼦供の学びの姿を捉えることが特⻑である。 
 
「⼼かがやけ⽉間」は、学校・園、家庭、地域が連携して⼦供たちの豊かな⼼を育むために、
平成 19 年度に熊本市でスタートした取組である。すべての学校・園において、毎年 11 ⽉
に道徳教育推進のための様々な取組を⾏う。これは、熊本市が「熊本市教育振興基本計画
（令和 6年〜9 年度）」のもと、「豊かな⼈⽣とよりよい社会を創造するために、⾃ら考え主
体的に⾏動できる⼈を育む」ことを基本理念として掲げ⾏う、「豊かな⼼を育む教育の推進」
の取り組みの⼀つである。 
 
UNESCO Digital Library Education for Sustainable Development Goals: Learning 
Objectives の⽇本語版『持続可能な開発⽬標のための教育−学習⽬標−』は、ユネスコが著
し、岡⼭⼤学⼤学院教育学研究科 ESD協働推進室および公益財団法⼈ユネスコ・アジア⽂
化センター（ACCU）が翻訳し、これら 3 つの機関が 2020 年 9⽉に共同で発⾏したもので
ある。 



「⽔俣に学ぶ肥後っ⼦教室」は、⼦供たちに、⽔俣病の正しい理解を図り、差別や偏⾒ を
許さない⼼情や態度を育むとともに、環境や環境問題への関⼼を⾼め、環境保全や環境 問
題の解決に意欲的に関わろうとする態度や能⼒を育成することを⽬的として、2011 年 度
から熊本県が実施しているものである。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



資料：第５学年 全体計画・年間計画・単元計画 

資料１全体計画・年間計画：シート１学校教育⽬標と三観点で現在の⼦供の姿を捉える 

子供の実態から大切にしたい資質・能力→ 

学校教育目標 目標に向かって、自ら考え・判断し、喜びをもって活動する子供の育成 

めざす子供像 
目標を持ち、それに向か

って努力する子供 

思いやりがあり、仲間と

共に高めあう子供 

みんなのために進んで動

く子供 

命を大切にし、自分の命

は自分で守れる子供 

 

知識・技能 

市学力調査：△ 

自分で目標を決めて、こつこ

つ読書をしている 

 

担任から：〇△ 

「いいです！」の受容や、丁

寧な関りはあるが、それ以上

の関りがない 

担任から：△ 

なにをしていいのかわから

いから行動できない。 

担任から：△ 

ルールがどうして大切かそ

の意味がわかっていない。自

分とは別物になっている 

思考力・ 

判断力・ 

表現力等 

市学力調査：〇 

解き方がわからない問題で

もこれまでの学習を活用し

て解こうとする 

市学力調査：△ 

友達がかいた文章や話した

ことを参考にして、自分には

ない新しい考えや自分とは

違う考えをもとうとしてい

る 

担任から：△ 

友達がわからないで困って

いても、自分から教えにいか

ない…周囲に合わせて行動

がストップ 

担任から；△ 

わかっているけど、それを自

分の生活にどう生かすか、判

断・行動ができない 

 

学びに向かう力 

・人間性等 

市学力調査：〇 

自分の解き方を振り返って、

良いところやわかりにくい、

工夫しているところなどを

考えるようにしている 

担任から：△ 

友たちと話しても、考えを出

し合うような、意見の対立や

深めるまでいかない 

担任から：△ 

自分のことばかりに気持ち

がむいている 

 

⾃分で考えること、学んだことを使って、⾏動する⼒ 
友達や周りのことへの関⼼を⾼めて、関わる⼒ 

資料２全体計画・年間計画：シート２学校教育⽬標と三観点で⽬指す⼦供の姿を捉える 

子供の実態から 

大切にしたい資質・能力→ 

学校教育目標 目標に向かって、自ら考え・判断し、喜びをもって活動する子供の育成 

めざす子供像 
目標を持ち、それに向か

って努力する子供 

思いやりがあり、仲間と

共に高めあう子供 

みんなのために進んで動

く子供 

命を大切にし、自分の命

は自分で守れる子供 

 

知識・技能 

自分自身のことを把握する 

足りているも、足りていない

ものがわかる子供 

自分の知識を出し合う子供 把握する力 

見る力、足りないところを補

う“気づく”力がある子供 

ルールの認識、何のためにル

ールがあるのかわかる子供 

思考力・ 

判断力・ 

表現力等 

ゴールに向かう道のりを電

解的に組み立てる子供 

自分で考えて、決めて、やっ

てみて、どうなっていくか

（見通し）判断する子供 

自分の思いを表現する子供 

共同して、一つのことをする

子供 

よりよいことへ向かおうと

する子供 

一歩を踏み出す力 

判断から⇒行動する子供 

自分優先ではなく！ 

今、どうするべき判断し、行

動できる子供 

集団として成長しようとす

る子供 

学びに向かう力 

・人間性等 

よりよく生きる意識を高め

るために、どうするのか？ 

自分の生き方を考える子供 

相手に学ぼうとする子供 

周りの人との関りから学ぼ

うとする子供 

みんなでやることが、みんな

のためになると思って行動

する子供 

自分を信頼する子供 

“一人になる美しさ”を体現

できる子供 

⾃分⾃⾝のことを知る、⾃分に必要な⼒を進んで⾝につける⼦供（知識・技能） 

⾃分の考えをもち、判断し、⾏動にうつす⼒ 

⾃信を持ち、相⼿からも学びとって、⽣き⽅を決めようとする⼦供 

「⾃分で考え、判断し、⾏動し、振り返る」ことを繰り返しよりよい⽣き⽅を学ぶ 

⾃分で PDCA サイクル！＜⾃律的活動⼒＞ 



 

 
 

資料３全体計画・年間計画：シート３総合 10項⽬と SDGs学習⽬標から構想する ２と３総合⽬標三観点・10 分類 

 三観点 SDGs11 学習⽬標 主な学習活動 

知
識
・
技
能 

知識の概念化  

 

⾃然の資源や⼈々の⽣活がつ

ながりの中で成り⽴っている

ことがわかる 

認知的】 

② 

⾷料、エネルギー、輸送、

⽔、安全、廃棄物処理な

どのニーズを満たす上

で、⾃他の地域システム

を評価し⽐較する 

↓ 

⾃分の地域と他の地域と

⽐較して考える 

 

総合 

肥後っ⼦教室で⽔俣地

域について知る 

 

国語 

熊本や世界での SDGs

の取り組みの情報をい

ろいろな⽅法で集める 

技能の⾝体化 情報の⽐較・分類・関係づけ

るなど探究の過程で必要なこ

とができる 
探究的な学習

のよさの理解 

各教科の⼒を活⽤して、学習

のつながりを⾒出している 

思
考
⼒
・
判
断
⼒
・
表
現
⼒ 

課題の設定 ⾃分の⽣活を⾒つめ課題を設

定し、解決の⾒通しをもって

追究する 

⾏動的】 

①  

コミュニティを基盤とし

たサステナビリティ・プ

ロジェクトを計画、実施、

評価できる 

↓ 

地域の持続可能な社会を

⽬指す取り組みを計画し

て、実施して、振り返る 

総合 

SDGs の学びを⾃分の

地域で継続的に実践す

るための取り組みを考

え、計画を⽴てて実⾏

する 

 

道徳科 

C 郷⼟愛 

C 国際理解 

D ⽣命の尊さ 

 

情報の収集 ⽬的に応じて⽅法を選択し、

収集した情報を取捨選択する 

整理・分析 多様な視点で情報を整理し、

その特徴を⾒つけ、解決につ

なげる 

まとめ・表現 ⽬的に応じて、表現⽅法を選

択して、表現する 

学
び
に
向
か
う
⼒
・
⼈
間
性 

⾃⼰理解・ 

他者理解 

学習を通して、⾃分の考えに

気づき、他者の考えから学ぶ 

社会情動的】 

⑤ 

⾃分⾃⾝のライフスタイ

ルの環境的・社会的影響

に対して責任を感じるこ

とができる 

↓ 

⾃分の⽇常⽣活の⾏動が

SDGs の取り組みにつな

がっていることを意識し

ている 

総合 

肥後っ⼦教室での学び

と地元熊本の取り組み

を⽣かして、⾏動しよ
うとする 

 

社会 

⾃然災害・森林とのつ

ながりで、⾃分の⽣活

が成り⽴っていること

を知る 

主体性・ 

協働性 

社会との関りから他者と協⼒

して社会を形成する良さに気

づく 
将来展望・ 

社会参画 

⾃ 分 の ⽇常⽣ 活 の ⾏ 動 を

SDGs の取り組みつながるも

のとなるように、考え、判断
し、⾏動しようとしている 

 



 

 
 

資料４全体計画・年間計画：シート４年間探究サイクルを教科等の関連から構想する ３と２学習内容・探究サイクル 

探究課題：環境：⽔俣から世界へ！地球規模で環境について考え、⾃分の未来のために⾏動する 

年間の概要 総合の探究活動 教科・領域の関連 視点（知/情/資） 

探究基礎 

「熊本」に学ぶ⼈の営

み〜熊本＋SDGs〜 

【地元熊本の SDGs

の取り組みから世界

に広がる SDGs の取

り組みを知ろう】 

全 SDGs を学ぶ 

 

★探究学習初挑戦 

⽂章を読む、ほしい情

報を集める、整理する 

 

■課題設定 

【SDGs スタートブック】をもとに、⾃分

が⼀番関⼼をもったこと決める 

★思考Ｔ：ブレインストーミング 

■情報収集 

⾃分の気になるテーマを調べる 

配布物/図書室資料/⼈物へのインタビュ 

■情報の整理分析 

⾃分の⽣活と⽐較する熊本情報の整理 

★ピラミッド/クラゲ/ベン図に慣れる 

■まとめ・交流 

⽂章を読む、書くなどのアナログで表現 

パンフレット/新聞/ポスターセッション 

◆振り返り 

2 つ程度に厳選して 

 

 

国語 

情報収集の仕⽅を⾝

につけ、経験する 

・情報：事実と考え 

・地域の魅⼒を伝え

よう 

・知りたいことを聞

き出す 

〇〇つながり 

 

 

知識・技能 

つながり 

情報活⽤スキル 

単元１ 

「⽔俣」に学ぶ⼈の⼼

〜⽔俣+SDGs〜 

【語り部の⽅と出会

い、環境への思いや⽣

き⽅から学び、⾃分の

⽣き⽅を考えよう】 

⽔俣から SDGs をも

う⼀度考える 

 

★活動充実期 

⾃分事として考える 

 

■課題設定 

肥後っ⼦教室の事前学習から⾃分が探究

したい⽔俣の課題を設定する 

■情報収集 

肥後っ⼦教室で課題に対する情報収集 

現地の語り部/資料館資料/画像など 

■整理分析 

SDGs13/14/15に絞って、集めた情報を整

理する、熊本や世界の取り組みと⽐較 

★ピラミッド/クラゲ/ベン図を使う 

■まとめ表現 

◆振り返り 

 

 

特別活動 

現地学習でのインタ

ビューや資料で必要

な情報を獲得 

 

道徳科 

「C郷⼟愛 

「C国際理解」 

「D ⽣命の尊さ」 

 

 

思考⼒・判断⼒ 

つながり 

 

 

 

学びに向かう⼒ 

つながり 

単元２ 

学びを⾏動に〜⽥迎
⻄＋SDGs〜 

【学びを⾏動に！】 

⾏動することを決め

て実⾏ 

 

★未来思考期 

委員会活動へ意欲を 

 

■課題設定 

２学期の⾏動から⾃分の課題を決定 

■情報収集 

⾝近な活動を調べて、計画を⽴てる 

■整理分析 

実⾏後、その成果や体験を整理する 

■まとめ表現 

互いの報告から学び合う 

◆振り返り 

 

社会 

⾃然災害とともに⽣

きる・森林とともに

⽣きる 

・つながりの中で維
持されている社会⽣

活の仕組みを知る 

 

知識・技能 

つながり 

 

 

変更：タブレットでまとめのシートを作る 

変更：学校の SDGS の取組を知る 

情報発信する 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料５全体計画・年間計画：シート５評価の場⾯と視点をかく ４評価計画 

４ 三観点  SDGs11 学習⽬標 学習内容と評価 ■探究活動の場⾯で こんな姿を評価する 
知
識
・
技
能 

知識の概念化 ⾃然の資源や⼈々の⽣活が
つながりの中で成り⽴って
いることがわかる 

認知的】 

⾃分の地域と他の地
域と⽐較して考える 
 

〇学習内容 
環境について調べる学習 
⽔俣に関する学習から 
【評価】 
 
【評価例】〇〇の知識や現地・地域の情

報から…がわかる。整理した情報から新

たな気付きを得ている 

探究基礎の SDGs テー
マから⾃分の課題を決
めて調べる 
単元１の⽔俣学習から
正しい知識を学ぶ。複
数の視点から事実を捉
え、つながりに気づく 

教科・領域 
国語 
 
総合：事実に対して、正しい
知識を持っている。複数の
視点から考えている。 

技能の⾝体化 情報の⽐較・分類・関係づけるな

ど探究の過程で必要なことがで

きる 

探 究 的 な 学 習

のよさの理解 

各教科の⼒を活⽤して、学習のつ

ながりを⾒出そうとしている 

思
考
⼒
・
判
断
⼒
・
表
現
⼒ 

課題の設定 ⾃分の⽣活を⾒つめ課題を設定

し、解決の⾒通しをもって追究す

る 

⾏動的】 

地域の持続可能な社
会を⽬指す取り組み
を計画して、実施し
て、振り返る 

〇学習内容 
⽣活の中での⾃分の取り組み
を考え実⾏する 
【評価】 
 
 
【評価例】…のために解決すべき課題を

設定し、解決策を⾒出し⾏動するために

⾔葉で表現できる 

単元１の情報分析から
⾏動する場⾯ 
 
単元２の学校の環境へ
の取り組みを知り誰に
向かって、どのように
それを伝えるか 

国語：「⼀週間チャレンジ」
で宣⾔して⾏動する 
学活：⼼輝け⽉間での⼈権
を⼤切にする実践 
 
総合：整理・分析において情
報をどのように発信するか
の⾒通しをもって整理する 

情報の収集 ⽬的に応じて⽅法を選択し、収集

した情報を取捨 

整理・分析 多様な視点で情報を整理し、その

特徴を⾒つけ、解決 

まとめ・表現 ⽬的に応じて、表現⽅法を選択し

て表現する 

学
び
に
向
か
う
⼒
・
⼈
間
性 

⾃⼰理解・ 

他者理解 

⾃分の考えに気づき、他者の考え

から学ぶ 

社会情動的】 

⾃分の⽇常⽣活の⾏
動が SDGs の取り組
みにつながっている
ことを意識している 

〇学習内容 
単元１「⼀週間チャレンジ」単
元２学校の環境への取組の情
報発信活動 
【評価】 
 
 
【評価例】…を⾃覚し、他者と協⼒して

社会に関わろうと意欲を⾼める 

単元２のこれまでの学
習をもとに、改めて学
校という場所を⾒直す
ことで、⾝近な環境の
取組の⼤切に気づき、
⾃ら⾏動しようと意欲
を⾼める 

委員会：学校を⽀える委員
会活動の意義を考え、今後
の意欲を⾼めている 
 
総合：SDGs の取り組みは⾃
分の⽣活の中でできること
を実感し、⾏動しようと意
欲を⾼めている 

主体性・ 

協働性 

社会との関りから他者と協⼒し

て社会を形成する良さに気づく 

将来展望・ 

社会参画 

⾃ 分 の ⽇ 常 ⽣ 活 の ⾏ 動 を
SDGs の取り組みつながる
ものとなるように、考え、判
断し、⾏動しようとしてい
る 



 
 

単元計画＜学期バージョン＞ 20240521 

1 探究 

課題 

環境：水俣から世界へ！地球規模で環境について考え、 

自分の未来のために行動する 

2 設定 

理由 

⑴児童の実態 

「自分で考え、判断し、行動し、振り返る」ことを繰り返しよりよい生き方を学ぶ  

自分で PDCA サイクル＜自律的活動力＞ 

⑵本単元で身に付けたい資質や能力及び態度 

【知】自分自身のことを知る、自分に必要な力を進んで身に付ける子供 

【思】自分の考えを持ち、判断し、行動にうつす子供 

【主】自信を持ち、相手からも学びとって、生き方を決めようとする子供 

⑶教材について 

自分が関心を持っている SDGs のテーマを調べて、情報交流をして、集団宿泊で訪れ

る有明海の海に関心を高める。世界の環境への取り組みを知る。 

3 単元 

目標 

 

地元熊本の SDGs の取組から世界に広がる SDGs の取り組みを知ろう 

４評価規準 

3 観点 10  SDGs 学習目標 本単元の重点 

知識・技能 

＜相互性・ 

 多様性・ 

 有限性＞ 

知識の概念化 自然の資源や人々の生活がつながりの中で

成り立っていることがわかる 

自分の地域と他

の地域と比較し

て考える 

◆評価場面 

◆評価視点 

技能の身体化 情報の比較・分類・関係づけるなど探究の過

程で必要なことができる 

探究的学習の

よさ 

各教科の力を活用して、学習のつながりを見

出そうとしている 

思考力・ 

判断力・ 

表現力 

【学習方法】 

課題の設定 自分の生活をみつめ課題を設定し、解決の見

通しをもって追究する 

地域の持続可能

な社会を目指す

取り組みを計画

して、実施して、

振り返る 

 

情報の収集 目的に応じて方法を選択し、収集した情報を

取捨 

整理・分析 多様な視点で情報を整理し、その特徴を見つ

け、解決 

まとめ・表現 目的に応じて、表現方法を選択して表現する 

学びに向かう力 

・人間性 

【自分自身・ 

 他者と社会】 

自己理解・ 

他者理解 

自分の考えに気づき、他者の考えから学ぶ 自分の日常生活

の行動が SDGs の

取組につながっ

ていることを意

識している 

 

主体性・ 

協働性 

社会との関わりから他者と協力して社会を

形成する良さに気づく 

将来展望・ 

社会参画 

自分の日常生活の行動を SDGs の取組につな

がるものとなるように、考え、判断し、行動

しようとしている 

資料６単元計画：シート１（１学期 単元計画） 



 

5 指導計画 

学期概要：探究基礎…「熊本」に学ぶ人の営み～熊本＋SDGs～            

【地元熊本の SDGs の取組から世界に広がる SDGs の取り組みを知ろう】全 SDGs を学ぶ 

 主な学習活動 関連や資料など ポイント 

4月 計画作成   

5 月 

 

 

13～ 

実施準備・オリエンテーション 

■課題設定：資料をもとに自分が一番関

心をもったことを決める 

・イントロに動画を活用（ベネッセ） 

ハンドブック到着 6月！ 

なので、図書室で図書購

入！30冊同じもの！ 

 

 

★思考ツール：ブレイン

ストーミングで広げる 

27～ 

6 月 

3～ 

10～ 

17～ 

24～ 

 

 

7 月 

1～ 

 

■情報収集：自分の気になるテーマを調

べる。配布物/図書資料/人物インタビュ 

・共通本を利用して情報収集 

 

 

・ゲスト森下さんインタビュー 

 

 

 

■整理分析：自分の生活と比較する熊本

情報の収集や家や地域でインタビュー 

・熊本の SDGs 情報を生活空間から 

 

 

国語【知/技】関連 

情報：事実と考え 

知りたいことを聞き出す 

特活【主】関連 24～26 実施 

集団宿泊で海の体験！ 

 

 

情報をどのようにためて

おくか？ 

6 圧の情報収集と整理分

析を同時にするか？ 

 

 

 

★思考ツール：ピラミッ

ド/クラゲチャートベン

図などに慣れる 

 

整理の時間が短い？ 

 

 

８～ 

 

 

 

 

16～ 

 

 

19 

■まとめ表現 

文章を読む、書くなどアナログな方法で 

パンフレット/新聞/ポスターセッショ 

・交流会の実施？ 

 

 

■振り返り 

学習内容と方法について振り返る 

学び方や協働的な学びを確認 

終業式 

 

国語【知/技】関連 

情報：事実と考え 

地域の魅力を伝えよう 

 

情報交流の場をどうする

か、時間が短いが… 

 

 

 

 

 

8 月 □自分で探究   

 

世界とつながる！熊本と世界がつながっているって本当？ 

変更：タブレットで情報まとめ 

資料７単元計画：シート１（１学期 指導計画／表） 



 

単元計画＜学期バージョン＞  

1 探究 

課題 

環境：水俣から世界へ！地球規模で環境について考え、自分の未来のために行動する 

２学期～「水俣」に学ぶ人の心～水俣＋SDGs 

2 設定 

理由 

⑴児童の実態 

自信がない、認めてもらいたい、思考・判断はしているが周りを気にしている 

⑵本単元で身に付けたい資質や能力及び態度 

【知】語り部の方の本物の言葉を通して、水俣の出来事を正しく知る 

【思】水俣の出来事から人権の視点、環境の視点で生活に生かすことを考える 

【主】誰にとっても住みよい環境を自分の手でつくるため、進んで行動する 

⑶教材について 

肥後っ子教室、杉本さん親子の講話、環境への取り組みに関する講話から人のいのち

を育む環境を大切にすることを学び、自分事として実践する体験を積む 

3 単元 

目標 

語り部の方と出会い、環境への思いや生き方から学び、自分の生き方を考えよう 

（水俣から SDGs をもう一度考える）★活動充実期：自分事として考える 

４評価規準 

3 観点 10  SDGs 学習目標 本単元の重点 

知識・技能 

＜相互性・ 

 多様性・ 

 有限性＞ 

知識の概念化 自然の資源や人々の生活がつながりの中で

成り立っていることがわかる 

自分の地域と他

の地域と比較し

て考える 

◆評価場面 

◆評価視点 

技能の身体化 情報の比較・分類・関係づけるなど探究の過

程で必要なことができる 

探究的学習の

よさ 

各教科の力を活用して、学習のつながりを見

出そうとしている 

思考力・ 

判断力・ 

表現力 

【学習方法】 

課題の設定 自分の生活をみつめ課題を設定し、解決の見

通しをもって追究する 

地域の持続可能

な社会を目指す

取り組みを計画

して、実施して、

振り返る 

日常生活の行動を深く分

析する 

・収集した情報を新たな

視点で整理分析する 

（水俣病のまとめ表現） 

・うまくいかない理由 

・情報の整理、分析 

情報の収集 目的に応じて方法を選択し、収集した情報を

取捨 

整理・分析 多様な視点で情報を整理し、その特徴を見つ

け、解決 

まとめ・表現 目的に応じて、表現方法を選択して表現する 

学びに向かう力 

・人間性 

【自分自身・ 

 他者と社会】 

自己理解・ 

他者理解 

自分の考えに気づき、他者の考えから学ぶ 自分の日常生活

の行動が、SDGs

の取り組みにつ

ながっているこ

とを意識してい

る 

・環境未来マップのまと

め作成 

 

・環境と人権のテーマで

行動化宣言＋実践 

主体性・ 

協働性 

社会との関わりから他者と協力して社会を

形成する良さに気づく 

将来展望・ 

社会参画 

自分の日常生活の行動を SDGs の取り組みに

つながるものとなるように、考え、判断し、

行動しようとしている 

資料８単元計画：シート１（２学期 単元計画） 



 
 
 

資料９単元計画：シート２（２学期 指導計画／カレンダー） 
月༷日 火༷日 水༷日 ༷日 金༷日 土༷日 日༷日

８月 26 27 28 29 始業式 30 31 1

9月2～17日
通知表所見下書提出

2 校内研修12 3 後っ子教室
緒๏さん語り෨
水質検査体験

4 委員会 5 6 7 8

校内科学展 9 校内研修13 10 クラブ 11 12 13 14 15

通知表学習記提出 16 敬の日 17 職員会議 18 19 20 修学ྃ行事前説会 21 22 秋分の日

23 振替休日 24 PTA読み聞かせ 25 26 27 通知表配布 28 29

10月
通知表回収

30 校内研修14
学校：総合支援

1 委員会 2 3 ニッセイ音楽劇 4 5 6

7 校内研修15 8 9 10 修学ྃ行前健康診断 11 12 13

14 スポーツの日 15 クラブ 16 17 18 学校：健康教育 19 20

21 職員会議 22 修学ྃ行１ 23 修学ྃ行２ 24 25 就学時健康診断打ち合せ 26 27

11月
教育実習

28 校内研修16 29 4年総合ゲスト 30 就学時健康診断 31 1 2 3 文化の日

4 振替休日 5 委員会 6 7 8 9 10

11 校内研修17 12 13 地区別人権研修3時間 14 15 16 17

18 職員会議 19 クラブ 20 21 市学ྙ調査 22 市学ྙ調査 23 勤࿓感謝の日 24

25 校内研修18 26 27 ༰小中࿊携の日 28 29 30 1

12月 2 校内研修19 3 委員会 4 5 6 学習発表会 7 8

個人談 9 校内研修20 10 11 12 13 14 15

16 校内研修21 17 クラブ 18 19 20 21 22

23 校内研修22 24 終業式、職員会議 25 26 27 28 29

学級発表会࿇習

水ຣබとわたしᶅ自事として生き๏を考える
（水ຣබを知る）

■課題設定：アンケートから知る事実、杉ຌ栄子さん動画から気になることや疑

■情報収集：自分が決めたテーマ設定に関する情報を集める

■整ཀྵ分析ᶅ：集めた情報の整ཀྵ、さらに知りたいことを追究、杉ຌ肇さんに質など

わかった
こと

わからな
いこと

さらに知
りたいこ

と

■まとめ表現：水ຣ病について 気になることのを他者と交ླྀ【他者とともに】

●ϭϭ月こころかがやけ月間との関࿊ 【知識・技能】【思考・判断・表現】関࿊
こころかがやけ月間の取り組みとして、一週間チャレンジを実行する”チャレンジウィーク” 【自ཱ的活動ྙの発揮！！】

●ϭϭ月 国語【知識・技能】関࿊ 「提案します、一週間チャレンジ」考えをす
●一週間チャレンジそのᶅ環境編（SDGs ϭϰ/ϭϱ）

■まとめ表現ᶆ：「水ຣ病とわたし」行動化ᶅᶆを振り返り、交ླྀする

■振り返り：Ϯ学期の学びを振り返る（キャリアパスポート記入も同時に）

■課題設定ᶆ：水ຣ秒のことで気になることや疑を出し合い、自分の調べるテーマを決める

肥後っ子教室のふりかえり

■まとめの整ཀྵ分析ᶆ：人権と環境に分ྪして、それぞれのテーマについて行動化を考える

ゲスト：杉ຌ഻さん
水ຣබと自、そして、環境へ

●ϭϮ月人権集会との関࿊ 【思考・判断・表現】【資質能ྙ】関࿊

ゲスト：杉ຌ栄子さんのビデオメッセージ
水ຣබオリエンテーション

●一週間チャレンジそのᶆ人権編（SDGsϰ/ϱ/ϭ0）
●総合の取り組みとして、一週間チャレンジを実行する”チャレンジウィーク” 【自ཱ的活動ྙの発揮！！】

水ຣබとわたしᶆ自事として生き๏を考える
（学びを生かして行動する）

人権の
こと

環境の
こと

SDGｓ

１４

•海のこと
•魚のこと

SDGｓ

１５

•森のこと
•水のこと

SDGs
ϰ

•学ぶこと
•正しい知識

SDGs
ϱ

•ジェンダー
•差別

SDGs
ϭ0

•不平等
•正義、誠実

変更：国連環境計画本多さんゲスト追加 



 

 
 

資料 10 単元計画：シート１（３学期 単元計画） 単元ィ⏬㸺学ᮇバージョン㸼 3学ᮇ 

1᥈✲ 

ㄢ㢟 

⎔境㸸Ỉ俣から世⏺へ㸟地⌫つᶍで⎔境について⪃え、⮬分のᮍ᮶のために⾜動する 

㸱学ᮇ㸸学びを⾜動に〜学ᰯ㸩SDGs〜 

2タ定 

⌮⏤ 

⑴児❺の実ែ㸸⮬律性は内㠃までで、⾜動化できていない。団⤖して⾜動する⤒㦂を

作って、6年⏕へ向けてのព㆑づけをする。㞟団をまとめる⤒㦂、ᣮᡓの場 

⑵ᮏ単元で㌟に付けたい㈨㉁や⬟力及びែ度 

【▱】各ᩍ⛉の力をά⏝して、学⩦のつながりをぢ出そうとしている 

【思】┠ⓗに応じて、⾲⌧᪉ἲを㑅ᢥして、⾲⌧しようとしている 

【主】⮬分の⪃えにẼづき、他⪅の⪃えから学ぼうとしている 

⑶ᩍᮦについて 

学ᰯの⎔境を㓄៖した取⤌を▱り、ᮍ᮶へṧしていくために広く学ᰯのみんなにこの

取り⤌みを伝えるά動を㏻して、⮬分のᮍ᮶への⾜動としてព㆑を㧗める。 

3単元 

┠ᶆ 

ᮍ᮶へ向かって、⮬分の学ᰯの⎔境の取⤌をᵝ々な᪉ἲで工夫して伝えよう。“今度

は、⚾がㄒり㒊になる㸟”報Ⓨ信★ᮍ᮶思⪃ᮇ㸸委員会ά動へのពḧを㧗める 

㸲ホ価つ‽ 

3ほⅬ 10  SDGs 学⩦┠ᶆ ᮏ単元の㔜Ⅼ 

▱㆑・ᢏ⬟ 

㸺┦互性・ 

 多ᵝ性・ 

 ᭷㝈性㸼 

▱㆑のᴫ念化 ⮬↛の㈨※や人々の⏕άがつながりの中で

ᡂり❧っていることがわかる 

⮬分の地域と他

の地域とẚ㍑し

て⪃える 

◆ホ価場㠃 

◆ホ価どⅬ 

 
ᢏ⬟の㌟体化 報のẚ㍑・分㢮・㛵係づけるなど᥈✲の㐣

⛬で必せなことができる 

᥈✲ⓗ学⩦の

よさ 

各ᩍ⛉の力をά⏝して、学⩦のつながりをぢ

出そうとしている 

思⪃力・ 

判᩿力・ 

⾲⌧力 

【学⩦᪉ἲ】 

ㄢ㢟のタ定 ⮬分の⏕άをみつめㄢ㢟をタ定し、ゎỴのぢ

㏻しをもって㏣✲する 

地域のᣢ⥆可⬟

な♫会を┠ᣦす

取り⤌みをィ⏬

して、実して、

り㏉る 

学ᰯの⎔境に対す

る取⤌をしらべ、

まとめ、┦ᡭに応

じて工夫して伝え

るά動をして、こ

れまでの学⩦を

り㏉る 

報の収㞟 ┠ⓗに応じて᪉ἲを㑅ᢥし、収㞟した報を

取ᤞ 

ᩚ⌮・分ᯒ 多ᵝなどⅬで報をᩚ⌮し、その≉徴をぢつ

け、ゎỴ 

まとめ・⾲⌧ ┠ⓗに応じて、⾲⌧᪉ἲを㑅ᢥして⾲⌧する 

学びに向かう力 

・人㛫性 

【⮬分⮬㌟・ 

 他⪅と♫会】 

⮬己⌮ゎ・ 

他⪅⌮ゎ 

⮬分の⪃えにẼづき、他⪅の⪃えから学ぶ ⮬分の᪥常⏕ά

の⾜動が SDGsの

取り⤌みにつな

がっていること

をព㆑している 

学ᰯの᪥常⏕άの

SDGs の取り⤌み

を⥅⥆していこう

と委員会ά動など

6 年⏕へព㆑を㧗

める 

主体性・ 

協働性 

♫会との㛵わりから他⪅と協力して♫会を

形ᡂするⰋさにẼづく 

将᮶展ᮃ・ 

♫会参⏬ 

⮬分の᪥常⏕άの⾜動を SDGs の取り⤌みに

つながるものとなるように、⪃え、判᩿し、

⾜動しようとしている 



 
 

資料 11 単元計画：シート２（３学期 指導計画／カレンダー） 

月༷日 火༷日 水༷日 ༷日 金༷日 土༷日 日༷日
１月 6 7 8 始業式３時間 9 身体測定６年

専部会B
10 身体測定５年 11 12

13 成人の日 14 委員会
マスコット誕生日

15 16 17 18 19

20 職員会議 21 クラブ 22 23 24 25 26

27 校内研修 28 ༰小中࿊携の日４時 29 30 授業研究会一斉３時間 31 1 2 秋の日

２月 3 校内研修 4 委員会 5 6 小学校研発 7 8 9

10 校内研修 11 建国記念の日 12 13 劇団鑑賞 14 15 16

校内造形展～２６日 17 職員会議 18 クラブ 19 20 児童集会：全委員会 21 22 23 天皇
誕生日

通知表下書き提出？
進学調査？卒業準備？

24 振替休日 25 26 授業参観・懇談会
PTA総会

27 28 29 30

３月
通知表下書き提出？

3 職員会議 4 5 อ当の日
６年へのまごころデイ

6 7 卒業式࿇習１ 8 9

通知表提出 10 11 卒業式࿇習２
６年小中࿊ཙ会

12 13 卒業式༩行࿇習 14 15 16 ช化の日

通知表配布 17 卒業式࿇習３ 18 19 ６年修྅式
卒業式準備

20 春の日 21 卒業式 22 23

24 修྅式、職員会議 25 26 27 28 退任式午前 29 30

31

【学活】学校マスコットキャラクター誕生日、学校はາཔへの取り組みをしている！

●課題設定：学校の環境への取組みを知って、自が伝えたいことを決める

●情ๅ収集：༹々な情ๅを集めて、誰に、どのような๏๑で伝えるか考える

【国語】「資ྋを見て考えたことをそう」

■整ཀྵ・析：対象に応じて内༲や๏๑を考えて、表現する

■整ཀྵ・析：違う発表グループ同士でアドバイスをしあい、修正

■まとめ・表現：それぞれの対象に向けて、発表する一週間チャレンジ

■振りศり：一週間チャレンジを体験した振りศり

卒業式࿇習、委員会の引き継ぎ
入学式準備

学校の環境への取り組み
の資ྋ（掲示物）を見せ
る。事ແ室の先生に詳し
くซく、貯水槽や運動場
の実際の場所を調査

自が初めて知ったこと
をもっとたくさんに知っ
てもらうために、「誰
に」「何を」「どうやっ
て」伝えるか考える

๏๑
これまで、学級で子供が
やってきたものを参考に๏
๑を選ぶ
（༹々な๏๑で）
絵ຌ、紙芝居、動画
プレゼン、CM、ドラマ
パンフレットなど

教師は、
■対象を1年生などか学年
の先生๏に事前調整
■図書室に資ྋとしておい
てもらうことも検討
■昼休みにフリーで実施す
ることも検討する


